「再生産論」における貨幣の前貸と還流について : 流通手段の前貸と貨幣資本の前貸 by 名和 隆央 et al.
序
節
第
一
節
第
二
節
第
三
節
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
|
|
流
通
手
段
の
前
貸
と
貨
幣
資
本
の
前
貸
!
i
司
剰
余
価
億
学
説
史
』
第
六
章
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
司
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
法
則
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
独
自
な
貨
幣
資
本
の
前
貸
序
節
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
従
来
か
ら
論
議
さ
れ
て
い
る
銀
行
に
よ
る
前
貸
の
流
通
手
段
前
貸
と
資
本
前
貸
と
の
区
別
に
か
ん
す
る
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
、
一
つ
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点
を
明
ち
か
に
す
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
生
産
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
、
銀
行
の
貸
出
と
通
貨
量
と
の
関
連
、
お
よ
び
銀
行
に
よ
る
資
本
前
貸
と
物
価
騰
貴
と
の
関
係
な
ど
の
理
解
の
一
つ
の
基
礎
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
『
資
本
論
』
第
三
部
第
三
三
章
の
一
節
で
は
、
流
通
手
段
「
再
生
産
論
L
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
名
ドを
央
手口
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
は
現
実
の
再
生
産
過
程
に
お
い
て
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
叙
述
の
解
釈
に
か
ん
し
て
、
か
ね
て
よ
り
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
あ
る
。
一
方
は
、
社
会
的
再
生
産
の
見
地
か
、
り
す
れ
ば
、
銀
行
の
前
貸
し
す
る
も
の
は
す
べ
(
2
)
 
て
流
通
手
段
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
他
方
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
商
品
資
本
の
流
通
の
媒
介
の
た
め
に
追
加
的
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
流
通
子
段
の
前
貸
は
現
実
に
貨
幣
が
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
本
の
前
貸
と
は
区
別
さ
(
3
)
 
れ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
後
者
の
見
解
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
お
そ
の
見
解
に
は
補
足
さ
れ
深
め
ら
れ
る
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に
、
『
資
本
論
』
第
三
部
の
草
稿
は
現
行
版
『
資
本
論
』
第
二
部
(4) 
第
三
篇
の
草
稿
よ
り
も
さ
さ
に
書
か
れ
て
お
り
、
先
述
の
第
三
部
の
一
節
の
解
釈
の
た
め
に
は
第
三
部
の
草
稿
よ
り
も
さ
き
に
室
一
回
か
れ
た
草
稿
に
も
二
七
九
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
と
づ
い
て
考
察
し
、
そ
の
う
え
で
現
行
版
第
二
部
第
三
篇
を
み
る
ほ
う
が
よ
り
正
確
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
じ
め
て
王
国
か
ら
論
じ
た
の
は
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
六
章
「
余
論
ケ
ネ
i
に
よ
る
経
済
表
」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
の
把
握
を
浮
き
彫
り
し
て
お
き
、
そ
の
う
え
で
第
二
部
第
三
篤
に
お
け
る
到
達
点
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
彼
の
見
解
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
で
問
題
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
前
貸
の
契
機
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貸
は
「
資
本
の
前
貸
」
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
社
会
的
生
産
物
の
流
通
に
必
要
な
流
通
手
段
を
供
給
し
て
お
り
、
社
会
的
再
生
産
の
見
地
か
、
り
す
れ
ば
、
「
資
本
の
前
貸
」
も
流
通
手
段
の
前
貸
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
見
解
が
み
ら
れ
る
か
ら
(一5)
で
あ
る
。
か
か
る
見
解
は
わ
れ
わ
れ
の
見
解
と
は
異
な
る
と
は
い
え
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
に
関
連
し
て
、
社
会
的
再
生
花
に
お
け
る
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
苔
穏
の
さ
い
の
貨
幣
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
一
つ
の
問
題
を
提
起
し
た
と
い
え
る
。
以
上
の
二
点
の
考
察
が
本
稿
の
課
題
を
な
し
て
い
る
。
現
在
で
も
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
の
独
自
な
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
が
少
な
く
、
一
般
に
あ
ま
り
こ
の
問
題
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
右
の
二
点
の
考
察
を
通
じ
て
、
こ
の
問
題
へ
の
理
解
を
少
し
で
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
稿
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
二
八
O
な
お
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
の
区
別
と
第
三
部
第
五
篇
に
お
け
る
さ
ま
ぎ
ま
な
視
点
か
ら
の
区
別
左
の
関
通
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
課
題
を
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
が
ど
の
よ
う
に
現
実
の
再
生
産
過
程
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
、
に
限
定
し
て
お
く
。
ま
た
、
「
再
生
産
論
」
の
発
展
史
の
視
角
か
ら
の
考
察
も
、
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
と
第
二
部
第
三
篇
と
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
の
関
連
に
絞
り
、
そ
の
く
わ
し
い
考
察
は
後
口
μ
に
ゆ
ず
る
と
と
に
す
る
。
ハ1
)
巴
宮
町
内
8MHMW}-ZRHB何回向。
-ω
者。
H
F
E
M印
F
E
a
t
出
品
叶
以
下
『
資
本
論
』
は
K
と
略
記
し
、
原
書
ベ
1
ジ
を
示
す
。
邦
訳
は
大
月
童
同
底
司
マ
ル
ク
ス
リ
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
多
少
訂
正
し
た
ば
あ
い
が
あ
る。
(
2
V
三
宅
義
夫
「
い
わ
ゆ
る
貨
幣
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
の
問
題
」
(
『
立
教
絞
済
学
研
究
』
第
七
巻
一
1
二
号
に
所
載
、
の
ち
に
『
貨
幣
信
用
畳
間
研
究
』
一
九
五
六
年
に
所
載
〉
。
ハ
3
〉
久
留
問
健
「
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
」
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
O
巻
第
二
1
四
号
、
一
九
六
六
|
六
七
年
、
所
載
)
。
ハ4
〉
第
三
部
の
草
稿
は
、
一
八
六
五
年
に
審
か
れ
た
の
に
た
い
し
、
第
二
部
第
一
二
篇
の
草
稿
は
、
第
二
稿
が
一
八
七
O
年
、
第
八
稿
が
}
八
八
O
八
一
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
参
照
。
第
三
部
用
草
稿
の
執
筆
時
期
の
考
証
は
、
佐
藤
金
三
郎
「
『
資
本
論
』
第
三
部
草
稿
に
つ
い
て
ハ
三
)
」
(
『
思
想
』
Z
。
・
出
品
目
・
一
九
七
一
年
)
に
く
わ
し
い
。
第
二
部
草
稿
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ト
f
7
論
文
の
紹
介
、
副
島
極
典
「
マ
ル
F
ス
『
資
本
論
』
第
二
巻
に
つ
い
て
」
〈
『
経
済
評
論
』
一
九
五
七
年
四
月
号
て
お
よ
び
グ
リ
ゴ
リ
ヤ
ン
論
文
の
紹
介
を
含
む
、
問
中
真
晴
「
晩
年
の
マ
ル
ク
ス
覚
え
書
」
(
『
経
済
論
叢
』
第
一
O
九
巻
第
一
号
、
一
九
七
三
年
)
が
参
考
に
な
る
。
(
5
〉
松
本
久
雄
「
資
本
の
前
貸
と
貨
幣
の
前
貸
と
の
区
別
に
つ
い
て
(
上
)
」
会
証
券
経
済
』
第
九
八
号
、
一
九
六
七
年
一
O
月
、
所
載
)
。
第
一
節
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
六
章
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
序
節
で
の
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
が
第
三
一
部
の
草
稿
を
書
い
た
と
き
に
は
現
行
版
『
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
の
草
稿
(
第
二
稿
と
第
八
稿
)
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
部
第
三
三
章
の
一
節
心
お
け
る
「
第
二
部
第
三
篇
(
原
文
で
は
第
三
章
ど
の
指
示
は
、
第
三
部
用
草
稿
の
直
前
に
書
か
れ
た
第
二
部
の
第
一
稿
「
第
三
章
流
通
と
再
生
産
」
を
(
6
)
 
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
一
稿
以
前
に
マ
ル
ク
ス
が
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
流
通
を
叙
述
し
た
の
は
、
つ
、
ぎ
の
三
つ
の
文
献
で
あ
る
。
一
、
『
経
済
学
批
判
ノ
l
ト
』
第
一
O
冊
、
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
二
、
『
経
済
学
批
判
ノ
l
ト
』
第
一
七
一
八
冊
、
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
資
本
主
義
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
一
二
、
『
経
済
学
批
判
ノ
l
ト
』
第
二
二
冊
、
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
る
『
経
済
表
』
こ
れ
ら
の
文
献
の
な
か
で
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
表
』
は
、
第
三
一
部
第
一
(
7
)
 
O
章
に
収
め
る
予
定
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
の
貨
幣
還
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
流
の
説
明
は
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
資
本
主
義
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
は
未
公
開
で
あ
る
が
、
最
近
フ
ィ
ッ
シ
ハ
8
)
ャ
ー
が
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
は
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
で
残
さ
れ
た
問
題
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
一
、
商
人
に
よ
る
再
生
産
の
媒
介
、
二
、
剰
余
価
値
の
実
現
、
三
、
二
大
社
会
的
部
門
間
の
交
換
と
貨
幣
流
通
、
四
、
貨
幣
資
本
の
蓄
積
、
等
々
の
問
題
が
叙
述
さ
れ
、
『
資
本
論
』
第
二
部
第
一
七
章
、
第
二
O
章
第
五
節
と
か
な
り
一
致
し
た
叙
述
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
0
マ
ル
ク
ス
は
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
に
お
い
て
す
で
に
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
独
自
な
貨
幣
還
流
と
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
間
題
を
ふ
ま
え
つ
つ
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
に
お
い
て
二
部
門
間
の
交
換
と
貨
幣
流
通
を
叙
述
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
ふ
ま
え
て
、
第
一
稿
が
書
か
れ
て
い
る
。
資
料
上
の
制
約
の
た
め
目
下
の
と
こ
ろ
、
両
者
の
関
連
を
考
察
す
る
ゆ
と
り
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
第
一
稿
に
お
い
て
流
通
手
段
前
貸
の
基
本
規
定
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
以
上
の
く
わ
し
い
考
察
は
、
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
含
む
第
三
部
第
一
O
章
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
と
第
二
部
第
三
篇
と
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
の
内
容
お
よ
び
関
連
に
限
定
す
る
。
本
節
の
課
題
は
、
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
を
考
察
し
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
お
よ
び
流
通
手
段
の
前
貸
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
八
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
(
6
)
第
一
一
稿
は
、
ロ
シ
ア
語
第
二
版
『
マ
ル
F
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
著
作
集
』
第
四
九
巻
、
一
九
七
四
年
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
(
7
)
マ
ル
F
ス
は
自
分
の
『
経
済
表
』
の
説
明
の
な
か
で
「
ぼ
く
の
表
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
ぼ
く
の
本
の
最
後
の
諸
章
の
う
ち
の
一
章
の
な
か
に
総
括
と
し
て
載
せ
る
も
の
だ
」
と
の
べ
て
お
り
(
一
八
六
三
年
、
七
月
六
日
、
マ
ル
F
ス
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
の
書
簡
)
、
ま
た
一
八
六
三
年
一
月
の
『
資
本
論
』
第
三
部
の
プ
ラ
ン
草
案
に
は
「
一
O
、
資
本
主
義
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
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ッ
シ
ャ
l
論
文
の
紹
介
が
つ
ぎ
の
論
文
に
あ
る
。
小
林
賢
斎
「
『
蓄
積
に
お
け
る
恥
の
転
態
』
に
つ
い
て」
Q
武
蔵
大
学
論
集
』
第
二
七
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
七
九
年
、
所
載
〉
。
ケ
ネ
ー
に
よ
る
『
経
済
表
』
で
は
、
貨
幣
流
通
は
、
商
品
流
通
お
よ
び
商
品
の
再
生
産
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
事
実
上
資
本
の
流
(
9
)
 
通
過
程
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
流
通
の
独
自
な
特
質
は
、
流
通
に
前
貸
し
さ
れ
た
貨
幣
が
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
品
流
通
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
G
I
W
|
G
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
狸
解
す
る
か
一
つ
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
商
品
流
通
を
『経済表』ケネーによる
弱処ト
、も
不生産的階級の
利用可能な財源
年々の総生産物50億(リーブル・トウールノア)
土地所有者たちの
取得するf昔地料
借地農業者たちによる
原前貸と年前貸
1(;億
二
八
二
a') 20億
50{意 20億、このうち半分が不生産階級
に属する財源としてあとに残る。
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
ハ
G
W
1
G
V
は
、
資
本
の
前
貸
と
還
流
(
G
W
G
)
と
流
通
形
態
と
し
て
は
一
致
し
て
お
り
、
両
者
を
、
混
同
す
(
m
)
 
る
見
解
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
は
、
貨
幣
資
本
の
循
環
と
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
ケ
ネ
!
の
『
経
済
表
』
の
説
明
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
い
ま
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
ω
借
地
農
業
者
の
手
も
と
に
あ
る
二
O
億
の
貨
幣
、
川
五
O
億
の
土
地
総
生
産
物
、
同
二
O
億
の
製
造
品
で
あ
る
。
社
会
全
体
で
、
二
O
億
の
貨
幣
と
七
O
億
の
生
産
物
。
借
地
農
業
者
l
F
、
地
主
l
p
、
製
造
業
者
・
不
生
産
的
階
級
I
S
と
す
る
。
は
じ
め
に
、
F
が
P
に
二
O
億
の
貨
幣
地
代
を
支
払
う
。
P
は一
O
億
の
貨
幣
で
F
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
(
a
l
b
y
一
O
億
の
貨
幣
が
F
に
還
流
し
、
借
地
農
業
者
の
総
生
産
物
の
叫
が
処
分
さ
れ
る
。
P
は
残
り
の
一
O
億
の
貨
幣
で
S
か
ら
商
品
を
買
う
(
a
|
C
Y
こ
れ
に
よ
っ
て
、
S
の
総
生
産
物
の
半
分
が
処
分
さ
れ
る
。
こ
の
貨
幣
で
S
は
F
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
(
C
|
d
v
こ
う
し
て
、
借
地
農
業
者
の
総
生
産
物
の
べ
つ
の
叫
が
処
分
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
借
地
農
業
者
は
P
と
S
に
二
O
億
の
生
活
手
段
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
O
億
の
貨
幣
を
流
通
か
ら
と
り
も
ど
す
。
つ
ぎ
に
F
は
、
彼
の
前
貸
の
半
分
を
補
填
す
る
た
め
に
一
O
億
の
商
品
を
S
か
ら
買
う
(
a
l
b
〉
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
製
造
業
者
の
総
生
産
物
の
残
り
の
半
分
が
処
分
さ
れ
る
。
最
後
に
、
S
が
一
O
億
の
貨
幣
で
F
か
ら
原
料
を
買
う
ハ
a
l
b
〉
。
か
く
し
て
、
借
地
農
業
者
の
総
生
産
物
の
第
三
の
叫
が
処
分
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
O
億
の
貨
幣
が
F
の
手
も
と
に
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
還
流
す
る
。
ま
だ
、
土
地
総
生
産
物
の
叫
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
一
方
の
出
は
借
地
農
業
者
の
前
貸
の
半
分
を
補
填
し
、
残
り
の
出
は
借
地
農
業
者
に
よ
っ
て
個
人
的
に
消
費
さ
れ
る
。
以
上
で
、
社
会
的
再
生
産
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
貨
幣
が
そ
の
過
程
を
ど
の
よ
う
に
媒
介
す
る
か
説
明
さ
れ
た
が
、
貨
幣
流
通
に
か
ん
し
二
つ
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
貨
幣
流
通
は
社
会
的
再
生
産
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
資
本
の
流
通
ま
た
は
収
入
の
流
通
を
媒
介
し
て
い
る
。
第
二
に
、
F
の
前
貸
し
し
た
二
O
億
の
貨
幣
は
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
し
た
の
ち
、
F
の
手
も
と
に
還
流
す
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
。
地
主
に
よ
る
二
O
億
の
貨
幣
の
投
下
(
a
!
b
、
a
l
c
)
は
、
個
人
的
消
費
の
た
め
の
収
入
の
支
出
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
製
造
業
者
お
よ
び
借
地
農
業
者
に
よ
る
貨
幣
の
投
下
(
C
|
d
、
a
b
、
V
V
〉
は
、
生
産
的
消
費
の
た
め
の
資
本
の
前
貸
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
P
が
一
O
億
の
貨
幣
で
F
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
ば
あ
い
、
こ
れ
は
た
ん
に
収
入
が
貨
幣
の
形
態
か
ら
商
品
の
形
態
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
F
が
S
か
ら
製
造
品
を
買
う
ば
あ
い
、
こ
れ
は
彼
の
前
貸
の
補
填
で
あ
り
、
資
本
の
変
態
の
第
一
段
階
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貨
幣
を
流
通
に
投
下
す
る
契
機
は
、
資
本
の
前
貸
ま
た
は
収
入
の
支
出
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
。
F
の
前
貸
し
し
た
二
O
億
の
貨
幣
は
、
全
取
引
が
終
わ
れ
ば
F
の
手
も
と
に
還
流
す
る
が
、
社
会
的
再
生
産
の
媒
介
に
必
二
八
三
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
要
な
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
も
し
F
が
直
接
彼
の
生
産
物
で
P
と
S
と
に
支
払
う
と
す
る
と
、
彼
は
少
し
も
貨
幣
を
支
出
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
彼
が
貨
幣
を
支
出
す
れ
ば
、
P
と
S
と
が
そ
れ
を
も
っ
て
F
の
生
産
物
を
買
い
、
そ
の
貨
幣
が
F
の
も
と
に
還
流
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
買
い
手
と
し
て
全
事
業
を
開
始
し
そ
し
て
終
結
さ
せ
る
産
業
資
本
家
の
手
も
と
へ
の
、
貨
幣
の
形
式
(
日
)
的
な
還
流
で
あ
る
」
。
ケ
ネ
!
の
『
経
済
表
』
は
、
貨
幣
流
通
を
考
慮
せ
ず
に
、
商
品
対
商
品
の
交
換
を
前
提
し
て
も
社
会
的
再
生
産
の
条
件
を
説
明
し
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
F
が
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
貨
幣
は
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
し
た
の
ち
F
の
手
も
と
に
還
流
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
の
貨
幣
の
還
流
を
「
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
貨
幣
の
還
流
は
貨
幣
が
資
本
と
し
て
前
貸
し
さ
れ
た
ば
あ
い
に
も
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
」
と
貨
幣
の
資
本
と
し
て
の
還
流
と
は
ど
こ
に
相
違
点
が
あ
る
の
か
、
問
題
と
な
る
0
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
を
例
に
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
「
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
(
辺
)ゆ。資
本
家
は
、
労
働
者
に
労
賃
を
貨
幣
で
支
払
う
。
労
働
者
は
こ
の
貨
幣
で
資
本
家
か
ら
商
品
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
貨
幣
は
資
本
家
の
手
も
と
に
還
流
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
資
本
家
に
と
っ
て
G
W
G
と
い
う
運
動
が
生
じ
二
八
四
る
。
資
本
家
は
、
ま
ず
貨
幣
で
労
働
力
を
買
い
ハ
G
W
〉
、
つ
ぎ
に
労
働
者
の
生
産
し
た
生
産
物
を
労
働
者
に
売
る
ハ
W
G
Y
こ
れ
に
反
し
て
、
労
働
者
に
と
っ
て
W
G
W
と
い
う
運
動
が
生
じ
る
。
労
働
者
は
労
働
力
を
売
り
(
W
G
)
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
貨
幣
で
自
分
の
生
産
し
た
生
産
物
の
一
部
を
買
い
も
ど
す
(
G
1
W
Y
労
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
た
貨
幣
の
還
流
は
必
然
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
労
働
者
は
資
本
家
か
ら
生
活
手
段
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
労
働
者
に
と
っ
て
の
W
I
G
-
w
は
、
労
賃
の
収
入
と
し
て
の
支
出
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
資
本
家
に
と
っ
て
の
G
l
w
i
G
は
、
一
見
す
る
と
資
本
の
運
動
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
は
、
資
本
の
運
動
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
こ
の
G
|
W
|
G
が
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
あ
い
だ
に
お
け
る
貨
幣
|
|
資
本
家
が
労
賃
に
支
出
し
た
貨
幣
l
i
の
還
流
を
表
現
す
る
に
す
ぎ
な
い
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
な
ん
ら
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
た
だ
、
買
い
手
が
同
じ
相
手
に
た
い
し
て
売
り
手
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
、
す
な
わ
ち
、
G
l
w
i
G
〔
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
〕
第
二
の
G
が
最
初
の
G
よ
り
も
大
き
い
貨
幣
額
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
G
は
自
己
増
殖
す
る
価
値
(
資
本
)
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
同
一
貨
幣
額
(
し
ば
し
ば
さ
ら
に
よ
り
少
な
い
貨
幣
額
)
が
そ
の
出
発
点
に
形
式
的
に
還
流
す
る
こ
と
の
表
現
で
し
(日〉
か
な
い
L
。
マ
ル
ク
ス
が
、
こ
の
ば
あ
い
の
G
l
w
l
G
が
資
本
の
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
を
あ
ら
わ
す
と
の
べ
て
い
る
の
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。
ω
G
W
G
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
た
ん
に
買
い
手
が
売
り
手
に
な
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
だ
け
で
あ
る
。
ω
G
l
w
l
G
の
G
は、
G
W
G
に
お
け
る
資
本
と
し
て
の
G
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
川
G
W
l
G
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
G
W
G
が
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
す
ば
あ
い
と
比
較
す
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
資
本
家
が
労
働
力
と
生
産
手
段
を
買
い
、
そ
れ
ら
を
も
ち
い
て
あ
る
生
産
物
を
生
産
し
た
と
し
よ
う
。
剰
余
価
値
を
考
慮
し
な
い
と
す
れ
ば
、
資
本
家
の
貨
幣
で
前
貸
し
し
た
価
値
は
C
+
V
で
あ
り
、
生
産
物
に
合
ま
れ
て
い
る
価
値
も
C
+
V
で
あ
る
。
価
値
の
大
さ
き
が
一
0
0
ポ
ン
ド
で
あ
れ
ば
、
資
本
家
は
貨
幣
で
一
0
0ポ
ン
ド
を
前
貸
し
し
、
い
ま
で
は
一
0
0ポ
ン
ド
の
生
産
物
を
も
っ
て
い
る
。
資
本
家
が
こ
の
生
産
物
を
売
れ
ば
、
資
本
家
の
手
も
と
に
貨
幣
が
還
流
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
の
還
流
は
、
商
品
の
再
生
産
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
(
G
l
w
:・
p
i
w
l
G
〉
。
つ
ま
り
、
貨
幣
が
た
ん
に
形
態
的
に
商
品
ぷ
転
化
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
荷
品
が
現
実
に
生
産
的
に
消
費
さ
れ
、
貨
幣
で
前
貸
し
さ
れ
た
価
値
は
、
生
産
物
に
維
持
・
再
生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
も
流
通
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
G
l
w
l
G
で
あ
る
が
、
こ
の
G
I
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
w
l
G
は
そ
の
な
か
に
商
品
の
再
生
産
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
、
な
ぜ
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
は
、
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
で
問
題
と
な
る
の
は
、
た
ん
に
資
本
家
の
も
っ
て
い
る
商
品
と
労
働
者
の
も
っ
て
い
る
』
尚
品
1
労
働
力
と
の
交
換
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
資
本
家
は
貨
幣
を
前
貸
し
て
労
働
者
か
ら
労
働
力
を
買
う
。
労
働
者
は
こ
の
貨
幣
で
資
本
家
か
ら
商
品
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
貨
幣
が
資
本
家
の
手
も
と
に
還
流
す
る
が
、
も
し
資
本
家
が
労
働
者
に
現
物
で
労
賃
を
支
払
う
と
す
れ
ば
、
貨
幣
流
通
は
生
じ
な
い
。
こ
の
ば
あ
い
G
i
w
l
G
が
生
じ
る
の
は
、
資
本
家
が
労
働
者
に
貨
幣
で
労
貨
を
支
払
う
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
資
本
家
は
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
商
品
で
支
払
う
か
わ
り
に
貨
幣
で
労
働
者
に
支
払
う
。
そ
う
し
た
あ
と
で
、
資
本
家
は
労
働
者
に
商
品
を
売
り
、
流
通
か
ら
貨
幣
を
と
り
も
と
す
。
こ
の
ば
あ
い
資
本
家
に
貨
幣
が
還
流
す
る
の
は
、
資
本
家
が
ま
ず
買
い
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
つ
ぎ
に
売
り
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
資
本
家
は
労
働
力
に
た
い
し
商
品
で
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
、
貨
幣
は
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
ば
あ
い
の
G
l
w
l
G
は
商
品
の
再
生
産
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ω
G
l
w
i
G
の
G
は
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
、
と
な
ぜ
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
家
は
労
働
力
に
た
い
し
て
貨
二
八
五
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
幣
で
支
払
い
、
そ
の
貨
幣
を
あ
と
か
ら
労
働
者
に
商
品
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
り
も
ど
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
家
は
も
う
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
事
実
上
資
本
家
が
労
働
力
に
た
い
し
商
品
で
代
価
を
支
払
っ
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
資
本
家
が
富
裕
に
な
る
の
は
、
労
相
貝
と
し
て
支
払
っ
た
も
の
よ
り
も
多
く
の
労
働
を
生
産
過
程
に
お
い
て
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
た
ん
な
る
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
は
、
価
値
増
殖
過
程
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
資
本
と
し
て
の
G
を
あ
ら
わ
し
て
し
ふ
な
し
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
は
、
ま
ず
資
本
家
が
自
分
の
商
品
の
指
図
証
で
ム
支
払
い
、
つ
ぎ
に
労
働
者
が
指
図
証
と
引
き
換
え
に
商
品
(
日
)
を
受
け
取
っ
た
、
と
考
え
る
ζ
と
も
で
き
ろ
。
以
上
の
よ
う
に
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
G
l
w
i
G
は
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
運
動
を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
貨
幣
流
通
と
同
じ
こ
と
が
、
不
変
資
本
の
交
換
に
つ
い
て
も
い
、
え
る
と
の
べ
て
い
る
。
「
た
と
え
ば
、
不
変
資
本
の
交
換
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
機
械
製
造
業
者
が
、
製
鉄
業
者
か
ら
鉄
を
貿
っ
て
、
彼
に
機
械
を
売
る
。
こ
の
ば
あ
い
に
は
貨
幣
は
還
流
す
る
。
貨
幣
は
鉄
の
購
買
手
段
と
し
て
支
出
さ
れ
た
。
つ
ぎ
に
そ
れ
は
、
製
鉄
業
者
に
と
っ
て
機
械
の
購
買
手
段
と
し
て
役
立
ち
、
そ
し
て
機
械
製
造
業
者
の
手
も
と
に
還
流
す
る
。
機
械
製
造
業
者
は
、
支
出
し
た
管
ノ
幣
の
か
わ
り
に
鉄
を
入
手
し
、
入
手
し
た
貨
幣
の
か
わ
り
に
機
械
を
与
え
た
。
同
一
貨
幣
額
が
こ
と
で
は
そ
の
二
倍
の
価
値
を
流
二
八
六
(
日
〉
通
さ
せ
た
」
。
こ
の
ば
あ
い
、
実
際
に
交
換
さ
れ
た
も
の
は
、
機
械
製
造
業
者
の
機
械
と
製
鉄
業
者
の
鉄
で
あ
る
。
機
械
と
鉄
が
現
物
で
交
換
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
貨
幣
流
通
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
機
械
と
鉄
と
の
交
換
が
貨
幣
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ぎ
り
で
、
機
械
製
造
業
者
は
機
械
の
ほ
か
に
手
も
と
に
も
っ
て
い
る
貨
幣
で
鉄
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
機
械
製
造
業
者
が
鉄
に
た
い
し
貨
幣
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
鉄
に
た
い
し
機
械
で
直
接
に
代
価
を
支
払
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
機
械
製
造
業
者
は
製
鉄
業
者
に
た
い
し
買
い
手
と
し
て
相
対
す
る
が
、
売
り
子
と
し
て
は
相
対
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
機
械
製
造
業
者
が
製
鉄
業
者
に
機
械
を
売
れ
ば
、
機
械
製
造
業
者
は
鉄
に
た
い
し
機
械
で
支
払
を
す
ま
せ
た
こ
と
に
な
り
、
製
鉄
業
者
は
機
械
製
造
業
者
に
貨
幣
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
製
鉄
業
者
は
鉄
に
た
い
し
貨
幣
と
商
品
で
二
章
一
に
支
払
を
、
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
、
つ
し
て
、
機
械
製
造
業
者
の
手
も
と
に
貨
幣
が
還
流
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
は
、
機
械
と
鉄
と
の
交
換
を
媒
介
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
し
て
い
る
。
機
械
製
造
業
者
と
製
鉄
業
者
は
結
果
か
ら
み
れ
ば
、
相
互
に
買
い
手
お
よ
び
売
り
手
と
し
て
二
重
に
相
対
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
交
換
が
貨
幣
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ぎ
り
で
、
機
械
製
造
業
者
は
ま
ず
寅
い
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
つ
ぎ
に
芳
り
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
製
鉄
業
者
の
ば
あ
い
は
、
こ
の
逆
で
あ
る
。
貨
幣
の
還
流
は
、
商
品
に
よ
っ
て
支
払
が
す
ま
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
「
だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
貨
幣
の
還
流
は
、
た
だ
、
商
品
と
引
き
換
え
に
貨
幣
を
支
出
し
流
通
に
投
じ
た
人
が
、
べ
つ
の
商
品
を
流
通
に
投
げ
入
れ
そ
の
販
売
を
通
じ
て
貨
幣
を
流
通
か
ら
取
り
も
ど
す
と
い
う
こ
と
を
、
ぁ
(
叩
山
)
ら
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
。
機
械
と
鉄
と
の
交
換
は
不
変
資
本
の
交
換
で
あ
り
、
資
本
家
に
と
っ
て
は
資
本
の
流
通
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
資
本
の
流
通
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
は
、
そ
れ
白
体
が
資
本
の
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
機
械
製
造
業
者
は
機
械
と
鉄
と
の
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
の
み
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
貨
幣
は
交
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
と
し
て
運
動
す
る
の
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
は
、
資
本
と
し
て
の
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
く
、
た
ん
に
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
(
9
〉
本
稿
で
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
ケ
ネ
l
の
『
経
済
表
』
の
把
握
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
る
。
叶，
F
o
。ユ
o
ロ
ロ
σ
2
己
O
ロ
p
p
w
V
円
唱
。
ユ
ハ
〈
百
円
円
。
円
目
白
出
ι
ι
o
ω
=
関白百戸仲印
-
m
m
J
冨
白
『
H
f
開
口
問
。
ぽ
君
。
円
-E
回。
E
M
?
?
m
-
M
∞N
U
H
U
・
ハ
邦
訳
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
I
、
大
月
童
田
市
出
『
マ
ル
ク
ス
H
U
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
六
巻
I
〉
以
下
引
用
に
さ
い
て
司
剰
余
価
値
学
説
史
』
は
吋
F
-
と
略
記
し
、
原
書
ベ
l
ジ
を
一
示
す
。
ハ
ぬ
)
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
を
利
潤
を
生
み
だ
す
貨
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
幣
の
還
流
と
誤
っ
て
解
釈
し
た
例
と
し
て
デ
ス
テ
ュ
ッ
ト
・
ド
・
ト
ラ
シ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
ル
F
ス
は
ケ
ネ
l
の
『
経
済
表
』
を
考
察
す
る
前
に
ト
ラ
シ
の
見
解
を
批
判
し
て
い
る
(
叶
日
H
・
H
-
P
N
8
1
日
明
日
)
。
ト
ラ
シ
の
見
解
を
考
察
し
た
こ
と
が
、
G
W
G
の
内
容
を
た
だ
し
く
規
定
す
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
ト
ラ
シ
は
、
貨
幣
の
還
流
を
利
潤
の
発
生
の
一
つ
の
原
因
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
F
ス
に
よ
る
ト
ラ
シ
批
判
の
結
論
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
こ
の
貨
幣
還
流
は
、
資
本
家
た
ち
が
賃
銀
と
賃
料
と
を
商
品
で
支
払
う
の
で
は
な
く
、
最
初
に
貨
幣
で
支
払
う
の
だ
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
貨
幣
を
も
っ
て
彼
ら
の
商
品
が
買
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
こ
の
回
り
道
を
経
て
商
品
で
支
払
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
以
外
に
は
な
に
も
意
味
し
な
い
」
Q
C
広・
ω
日品坦)。
ハ日
)
H
広島
-
m
ω
C
∞
(
ロ
〉
マ
ル
F
ス
は
、
「
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
」
に
つ
い
て
資
本
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
取
引
を
考
察
す
る
前
に
、
借
地
農
業
者
と
地
主
と
の
あ
い
だ
の
取
引
の
考
察
の
さ
い
に
ふ
れ
て
い
る
。
「
こ
れ
に
反
し
、
前
述
の
よ
う
な
地
主
か
ら
借
地
農
業
者
へ
の
貨
幣
の
還
流
に
お
い
て
は
、
な
ん
ら
再
生
産
過
程
は
生
じ
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
借
地
農
業
者
が
地
主
に
一
O
億
の
生
産
物
に
た
い
す
る
預
り
証
ま
た
は
引
換
券
を
与
え
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
Q
広島・
ω
-
M
由。。
(
M
H
〉
「
G
l
w
i
G
は
、
そ
れ
が
資
本
家
の
手
も
と
へ
の
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
を
あ
ら
わ
す
か
ぎ
り
で
は
、
た
だ
、
貨
幣
で
振
り
出
さ
れ
た
彼
の
指
図
証
が
彼
自
身
の
商
品
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
だ
け
で
あ
る
」
ハH
U日
ι
.
ω
-
M
U
U
〉。
(
時
)
H
広島・
ω
-
M
U
由
ωC()
人
七
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
C
3
3日仏
・
ω・
ω
0
0
買
い
手
が
売
り
手
に
な
る
こ
と
で
生
じ
る
こ
う
し
た
貨
幣
の
還
流
は
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
単
純
な
貨
幣
流
通
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
。
そ
こ
で
は
、
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
は
W
I
G
-
w
の
媒
介
と
し
て
一
不
さ
れ
る
ο
だ
が
、
そ
の
ば
あ
い
で
も
商
品
所
有
者
が
ま
ず
買
い
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ぎ
り
で
、
流
遥
形
態
G
I
W
|
G
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
W
G
W
と
は
逆
の
形
態
だ
と
は
い
え
、
内
容
か
ら
み
れ
ば
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
合
経
済
学
批
判
』
第
二
章
、
コ
一
、
流
通
手
段
b
貨
幣
の
流
通
」
参
照
〉
。
マ
ル
ク
ス
は
S
と
F
と
の
あ
い
だ
の
貨
幣
流
通
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
考
察
し
、
貨
幣
の
持
ち
手
交
換
が
生
じ
る
ば
あ
い
と
貨
幣
の
還
流
が
生
じ
る
ば
あ
い
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
さ
い
の
貨
幣
の
役
割
と
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
る。
第
一
の
ば
あ
い
。
S
は
F
か
ら
一
O
億
の
生
活
手
段
と
一
O
億
の
原
料
を
買
い
、
F
は
S
か
ら
一
O
億
の
製
造
品
を
買
う
。
S
は
F
よ
り
も
一
O
億
の
商
品
を
多
く
買
う
の
だ
か
ら
、
F
に
た
い
し
差
額
一
O
億
を
貨
幣
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ネ
!
の
『
経
済
表
』
に
よ
れ
ば
、
S
は
P
か
ら
一
O
億
の
貨
幣
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
の
取
引
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
S
が
P
か
ら
受
け
取
っ
た
一
O
億
の
貨
幣
で
F
か
ら
生
活
手
段
を
買
う
。
F
は
こ
の
貨
幣
で
S
か
ら
製
造
品
を
買
う
。
さ
ら
に
、
S
は
こ
の
二
八
八
貨
幣
で
F
か
ら
原
料
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
S
か
ら
出
発
し
た
貨
幣
は
S
に
還
流
せ
ず
に
、
F
の
手
も
と
に
保
持
さ
れ
る
。
S
の
流
通
に
投
入
し
た
貨
幣
が
S
に
還
流
し
な
い
の
は
、
S
が
F
に
た
い
し
一
O
億
の
貨
幣
差
額
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
S
は
余
分
に
買
う
一
O
億
の
商
品
に
た
い
し
、
一
O
僚
の
貨
幣
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ぱ
あ
い
一
O
億
の
貨
幣
は
、
持
ち
予
を
交
換
す
る
。
第
二
の
ば
あ
い
。
S
は
P
か
ら
受
け
取
る
一
O
億
の
貨
幣
の
ほ
か
に
自
分
で
一
Q
億
の
貨
幣
を
も
っ
て
い
る
ロ
S
は
二
O
億
の
貨
幣
で
一
度
に
F
か
ら
生
活
手
段
と
原
料
を
貿
う
。
F
ば
一
O
億
の
貨
幣
で
S
か
ら
製
造
品
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
一
O
億
の
貨
幣
が
F
か
ら
S
に
帰
っ
て
く
る
。
S
の
流
通
に
投
入
し
た
二
O
億
の
貨
幣
の
う
ち
、
一
O
憶
が
S
に
還
流
し
、
一
O
億
が
F
の
手
も
と
に
保
持
さ
れ
る
。
S
は
F
に
た
い
し
一
O
億
の
貨
幣
差
額
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
一
O
億
の
貨
幣
は
持
ち
乎
を
交
換
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
S
は
F
に
た
い
す
る
一
O
億
の
貨
幣
差
額
の
ほ
か
に
一
O
億
の
貨
幣
を
前
貸
し
し
て
い
る
。
S
は
F
に
二
O
億
の
貨
幣
と
一
O
位協の
商
品
を
渡
し
て
い
る
が
、
F
か
ら
二
O
億
の
商
品
し
か
受
け
取
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
F
は
S
に
一
O
億
の
貨
幣
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
な
ぜ
な
ら
S
は
、
一
O
億
分
の
商
品
の
ほ
か
に
な
お
、
一
O
億
分
の
貨
幣
を
、
こ
の
流
通
過
程
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
た
彼
自
身
の
財
源
の
う
ち
か
ら
、
流
通
に
投
じ
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
流
通
の
た
め
に
投
下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
が
彼
の
手
も
と
に
還
流
(
口
)
す
る
の
で
あ
る
」
。
S
と
F
は
、
現
実
に
は
一
O
億
の
商
品
プ
ラ
ス
一
O
億
の
貨
幣
と
二
O
億
の
商
品
を
交
換
し
て
い
る
。
S
が
そ
の
ほ
か
に
一
O
億
の
貨
幣
を
自
分
の
財
源
か
ら
前
貸
し
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
貨
幣
は
S
の
手
に
還
流
す
る
。
第
三
の
ば
あ
い
。
S
と
F
が
相
互
に
ニ
O
億
の
商
品
を
交
換
す
る
ば
あ
い。
S
が
さ
さ
に
取
引
を
始
め
る
と
す
れ
ば
、
S
は
二
Q
億
の
貨
幣
で
F
か
ら
二
O
億
の
商
品
を
買
う
。
つ
ぎ
に
、
F
が
こ
の
貨
幣
で
S
か
ら
三
O
億
の
商
品
を
買
う
。
S
と
F
は
、
相
互
に
二
O
億
の
商
品
を
交
換
し
、
S
の
前
貸
し
し
た
二
O
億
の
貨
幣
は
S
の
手
に
還
流
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
S
と
F
は
、
相
互
に
買
い
手
お
よ
び
売
り
手
と
し
て
二
重
に
向
い
あ
っ
て
お
り
、
商
品
を
現
物
で
交
換
し
た
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
前
貸
は
必
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
S
が
相
互
に
交
換
さ
れ
る
商
品
額
の
ほ
か
に
貨
幣
を
流
還
に
前
貸
し
す
れ
ば
、
そ
の
貨
幣
は
商
品
交
換
を
媒
介
し
た
の
ち
S
の
手
に
還
流
す
る
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
貨
幣
は
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
の
で
あ
り
、
S
が
流
通
の
た
め
に
自
分
の
資
本
で
貨
幣
1
流
通
空
費
を
ま
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
ば
あ
い
に
ほ
貨
幣
は
、
そ
れ
を
流
通
の
た
め
に
前
貸
し
し
て
白
(
沼
〉
分
の
資
本
で
流
通
費
を
ま
か
な
っ
た
者
の
手
も
と
に
帰
っ
て
く
る
」
。
貨
幣
の
還
流
は
、
交
換
さ
れ
る
価
値
額
の
ほ
か
に
流
通
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
者
に
向
っ
て
生
じ
る
。
そ
の
さ
い
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
。
「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
ば
あ
い
に
、
貨
幣
は
、
そ
れ
を
い
わ
ば
流
通
に
前
貸
し
し
た
人
の
手
も
と
に
還
流
す
る
。
貨
幣
は
、
銀
行
券
と
同
じ
よ
う
に
、
流
通
の
な
か
で
そ
の
用
務
を
果
た
し
、
そ
の
支
出
者
の
手
も
と
に
帰
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
っ
て
く
る
。
こ
の
ば
あ
い
に
は
貨
幣
は
た
だ
流
通
手
段
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
終
の
資
本
家
た
ち
が
互
い
に
支
払
い
あ
う
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
(
ゆ
)
貨
幣
は
そ
の
支
出
者
の
手
も
と
に
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」
。
S
と
F
は
相
互
に
生
産
要
素
を
交
換
し
て
お
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
こ
の
交
換
は
資
本
の
流
通
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
S
は
生
産
要
素
の
買
い
入
れ
に
二
O
億
の
貨
幣
を
前
貸
し
し
、
そ
の
商
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
は
S
に
と
っ
て
資
本
の
前
貸
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
貨
幣
は
交
換
さ
れ
る
商
品
額
の
ほ
か
に
流
通
に
前
貸
し
さ
れ
、
商
品
交
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
貨
幣
は
資
本
と
し
て
運
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
換
さ
れ
る
商
品
額
の
ほ
か
に
流
通
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
ろ
貨
幣
(
初
)
の
前
貸
が
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
c
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
べ
つ
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
流
通
の
た
め
の
貨
幣
を
自
分
の
資
本
で
負
担
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
ハ
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叶
F
F
m
・ω
H
D
ハ
川
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豆
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ω日
間
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V
H
U
広・
ω
臼∞
(
却
)
S
と
F
が一
O
億
づ
っ
貨
幣
を
前
貸
し
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
「
両
者
が
流
通
手
段
を
等
分
に
前
貸
し
す
る
と
す
れ
ば
、
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
も
と
に
、
各
人
が
ま
え
も
っ
て
流
通
に
投
入
し
た
も
の
が
帰
っ
て
く
る
」
(
H
F
日
仏
・
ω・
ω回
目
〉
。
流
通
手
段
の
前
貸
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
た
ん
に
流
通
に
貨
幣
を
投
入
す
る
と
と
は
流
通
手
段
の
前
貸
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
F
は
/¥ 
九
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
S
の
前
貸
し
し
た
二
O
億
の
貨
幣
を
S
か
ら
商
品
を
買
う
と
き
に
流
通
に
投
入
す
る
が
、
こ
れ
は
流
通
の
た
め
の
流
通
手
段
の
前
貸
で
は
な
い
。
指
二
節
『
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
法
期
本
節
で
は
、
一
に
お
い
て
第
二
部
第
三
篇
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
法
則
の
内
容
を
考
察
し
、
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
終
消
表
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
お
よ
び
流
通
手
段
の
前
貸
と
の
関
連
を
解
明
す
る
。
こ
で
は
、
社
会
的
再
生
産
に
独
自
な
流
通
手
段
の
前
貸
と
区
別
さ
れ
る
資
本
の
前
貸
と
は
な
に
か
を
考
察
す
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
け
ろ
貨
幣
資
本
の
役
割
と
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役
割
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
必
要
が
占
め
る
。
最
後
に
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
の
貨
幣
資
本
は
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
す
べ
て
流
遇
手
段
と
な
る
と
い
う
見
解
を
検
討
す
る
。
『
資
本
論
』
で
は
、
つ
ぎ
の
表
式
に
も
と
づ
い
て
年
間
社
会
的
生
産
物
の
転
換
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
同
品
。
c
c
の
+
H
C
C
C
〈
十
E
D
G
E
-
2
0
0
生
産
手
段
同
N
C
O
C
O
十
日
C
C
〈
十
m
c
o
s
-
8
0
0
消
費
手
段
K
お
よ
び
同
(
〈
十
包
)
は
部
門
内
で
相
互
に
交
換
さ
れ
、
円
ハ
〈
+
宮
)
対
同
の
は
部
門
間
で
相
互
に
交
換
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
両
都
門
の
不
変
資
本
が
補
填
さ
れ
、
資
本
家
お
よ
び
労
働
者
の
個
人
的
消
費
が
ま
か
二
九
O
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
年
間
生
産
物
の
転
換
は
貨
幣
流
通
に
よ
る
媒
介
に
よ
っ
て
の
み
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
年
間
生
産
物
の
転
換
が
貨
幣
流
通
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
媒
介
さ
れ
る
か
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
H
H
o
g
g
と
同
H
O
O
G
の
と
の
転
換
を
例
と
し
て
考
察
し
よ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
二
0
0
0
の
商
品
の
流
通
の
た
め
に
資
本
家
I
と
資
本
家
E
と
が
そ
れ
ぞ
れ
五
O
O
の
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
と
想
定
し
て
い
る
o
そ
の
ば
あ
い
商
品
I
と
商
品
E
と
が
交
換
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
っ
き
の
よ
う
に
な
る
。
「
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
E
に
は
五
0
0ポ
ン
ド
の
貨
幣
資
本
が
帰
っ
て
く
る
が
、
こ
の
五
0
0ポ
ン
ド
は
、
E
が
、
不
変
資
本
の
う
ち
こ
の
額
に
相
当
し
こ
れ
を
補
償
す
る
価
値
部
分
l
iそ
れ
は
消
費
手
段
の
形
態
で
存
在
す
る
i
ー
ー
を
売
る
前
に
、
生
産
手
段
の
買
い
入
れ
に
前
貸
し
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
ー
に
は
、
I
が
消
費
手
段
の
買
い
入
れ
に
前
も
っ
て
支
出
し
た
五
0
0ポ
ン
ド
が
帰
っ
て
く
る
。
E
に
は
自
分
の
商
品
生
産
物
の
不
変
部
分
を
あ
て
に
し
て
前
貸
し
し
た
貨
幣
が
還
流
し
、
ま
た
ー
に
は
自
分
の
商
品
生
産
物
の
剰
余
価
値
部
分
を
あ
て
に
し
て
前
貸
し
し
た
貨
幣
が
還
流
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
た
だ
、
一
方
の
資
本
家
は
商
品
形
態
E
で
存
在
す
る
不
変
資
本
の
ほ
か
に
、
他
方
の
資
本
家
は
商
品
形
態
I
で
存
在
す
る
剰
余
価
値
の
ほ
か
に
、
な
お
そ
れ
ぞ
れ
五
0
0ポ
ン
ド
の
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
た
か
ら
で
し
か
な
い
。
絞
ら
は
、
結
局
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
等
価
の
交
換
に
よ
っ
て
、
互
い
に
完
全
に
支
払
を
す
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
彼
ら
の
商
品
の
価
値
額
の
ほ
か
に
こ
の
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
流
通
に
投
じ
た
貨
幣
は
、
彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
が
流
通
に
投
じ
た
(
n
v
 
割
合
に
応
じ
て
、
流
通
か
ら
彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
っ
て
く
る
」
。
ま
ず
、
資
本
家
E
が
生
産
手
段
の
買
い
入
れ
に
五
O
O
の
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
。
資
本
家
ー
は
こ
の
貨
幣
で
部
門
E
か
ら
消
費
手
段
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
消
費
手
段
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
家
E
に
貨
幣
が
還
流
す
る
。
つ
ぎ
に
、
資
本
家
I
は
剰
余
価
値
部
分
を
あ
ら
わ
す
生
産
手
段
を
あ
て
に
し
て
、
消
費
手
段
の
買
い
入
れ
に
五
O
O
の
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
。
資
本
家
E
は
こ
の
貨
幣
で
部
門
ー
か
ら
生
産
手
段
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
資
本
家
I
に
貨
幣
が
還
流
す
る
。
以
上
で
説
明
さ
れ
た
年
間
商
品
生
産
物
の
相
互
的
転
換
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
・
規
定
を
も
っ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
の
前
貸
は
、
商
品
転
換
の
媒
介
の
た
め
の
流
通
手
段
の
前
貸
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
本
家
I
と
資
本
家
E
と
は
商
品
等
価
を
交
換
し
て
お
り
、
商
品
等
価
の
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
「
彼
ら
の
商
品
の
価
値
額
の
ほ
か
に
こ
の
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
」
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
た
の
で
あ
る
。
商
品
転
換
の
媒
介
の
た
め
に
流
通
に
投
じ
ら
れ
た
貨
幣
は
、
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
し
、
商
品
転
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
。
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
還
流
は
、
商
品
等
価
の
交
換
に
よ
っ
て
相
互
に
支
払
い
が
完
全
に
す
ま
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。資
本
家
E
は
、
こ
の
商
品
転
換
に
よ
っ
て
商
品
資
本
を
生
産
資
本
に
転
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
換
し
て
い
る
。
そ
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
商
品
転
換
は
資
本
の
流
通
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
資
本
家
E
は
商
品
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
換
の
た
め
に
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
商
品
資
本
の
ほ
か
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
貨
幣
は
、
生
産
手
段
の
買
い
入
れ
に
前
貸
し
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
資
本
家
E
に
と
っ
て
貨
幣
資
本
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
貨
幣
は
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
た
あ
と
で
、
商
品
資
本
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
家
E
の
手
も
と
に
帰
っ
て
く
る
。
こ
の
ば
あ
い
貨
幣
は
、
た
ん
に
買
い
手
が
売
り
手
に
な
る
こ
と
で
還
流
し
た
の
で
あ
り
、
資
本
と
し
て
運
動
し
た
の
で
は
な
い
。
貨
幣
資
本
は
商
品
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
換
の
媒
介
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
。
「
貨
幣
資
本
の
機
能
は
、
そ
れ
が
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
役
立
つ
の
で
あ
ろ
う
と
支
払
手
段
と
し
て
役
立
つ
の
で
あ
ろ
う
と
、
た
だ
W
を
A
と
加
に
取
り
替
え
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
生
産
資
本
の
結
果
で
あ
る
商
品
生
産
物
と
し
て
の
糸
を
そ
の
生
産
要
素
に
取
り
替
え
る
こ
と
を
、
つ
ま
り
資
本
価
値
が
商
品
と
し
て
の
形
態
か
ら
こ
の
商
品
の
形
成
要
素
に
再
転
化
す
る
こ
と
を
媒
介
す
る
だ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
た
だ
商
品
資
本
が
〈
包
)
生
産
資
本
に
再
転
化
す
る
こ
と
を
媒
介
す
る
だ
け
で
あ
る
」
。
資
本
家
E
は
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
商
品
資
本
の
ほ
か
に
貨
幣
資
本
を
前
貸
し
す
る
が
、
こ
の
貨
幣
資
本
は
商
品
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
換
を
媒
介
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
品
資
本
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
媒
介
と
し
て
流
通
に
投
じ
ら
れ
る
貨
幣
の
前
貸
は
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
二
九
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
ま
た
、
資
本
家
ー
は
こ
の
商
品
転
換
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
を
あ
ら
わ
す
生
産
手
段
を
消
費
手
段
に
転
換
し
て
い
る
。
そ
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
商
品
転
換
は
収
入
の
流
通
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
資
本
家
ー
も
こ
の
商
品
転
換
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
収
入
の
支
出
の
た
め
に
流
通
に
投
じ
ら
れ
た
貨
幣
は
、
あ
と
か
ら
生
産
手
段
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
家
I
に
帰
っ
て
く
る
。
こ
の
ば
あ
い
貨
幣
は
、
商
品
I
と
商
品
E
と
の
交
換
の
媒
介
と
し
て
機
能
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
剰
余
価
値
を
あ
ら
わ
す
生
産
手
段
が
消
費
手
段
に
転
換
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
転
換
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
た
貨
幣
は
、
こ
の
転
換
の
あ
と
で
も
資
本
家
I
の
手
も
と
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ
消
費
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
資
本
家
ー
に
よ
る
収
入
の
支
出
の
た
め
の
貨
幣
の
前
貸
も
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
つ
ぎ
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
資
本
家
I
が
収
入
の
支
出
の
た
め
に
前
貸
し
し
た
貨
幣
を
、
資
本
家
E
は
生
産
手
段
の
買
い
入
れ
の
さ
い
に
貨
幣
資
本
と
し
て
前
貸
し
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
の
資
本
家
E
に
よ
る
貨
幣
資
本
の
前
貸
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
で
は
な
い
。
資
本
家
E
が
商
品
E
を
実
現
し
、
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
た
ん
な
る
貨
(
幻
)
幣
資
本
の
前
貸
に
す
き
な
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
資
本
家
E
が
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
商
品
資
本
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
貨
幣
資
本
を
前
貸
し
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
を
も
っ
。
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
た
ん
二
九
二
に
貨
幣
資
本
ま
た
は
収
入
と
し
て
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
商
品
資
本
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
媒
介
と
し
て
追
加
的
に
貨
幣
を
流
通
に
前
貸
し
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
の
貨
幣
の
前
貸
と
そ
の
還
流
を
、
貨
幣
の
一
般
的
還
流
法
則
と
規
定
し
て
い
る
。
「
ー
ー
一
般
的
に
い
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
産
業
資
本
家
が
彼
ら
自
身
の
商
品
流
通
の
媒
介
の
た
め
に
流
通
に
投
ず
る
貨
幣
は
、
商
品
の
不
変
資
本
価
値
部
分
を
あ
て
に
し
て
投
ず
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
、
商
品
に
含
ま
れ
て
い
る
剰
余
価
値
を
あ
て
に
し
て
投
ず
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
彼
ら
が
貨
幣
流
通
の
た
め
に
前
貸
し
し
た
(
斜
)
だ
け
の
額
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
家
の
手
に
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
」
。
貨
幣
の
還
流
法
則
は
、
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
の
流
通
手
段
の
前
貸
と
還
流
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
資
本
の
再
生
産
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
個
別
資
本
家
は
資
本
の
前
貸
ま
た
は
収
入
の
支
出
に
さ
い
し
て
貨
幣
を
流
通
に
前
貸
し
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
貨
幣
の
前
貸
が
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
貨
幣
が
商
品
資
本
の
ほ
か
に
追
加
的
に
前
貸
し
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
年
間
生
産
物
の
相
互
的
転
換
が
前
提
さ
れ
れ
ば
、
貨
幣
の
還
流
法
則
は
一
般
的
に
妥
当
す
る
。と
こ
ろ
で
、
前
節
で
は
「
余
論
ケ
ネ
ー
に
よ
る
経
済
表
」
を
考
察
し
、
そ
こ
で
の
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
お
よ
び
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
『
資
本
論
』
第
二
部
第
三
篇
で
は
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
還
流
法
則
と
し
て
よ
り
明
確
に
か
っ
一
般
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
余
論
」
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
が
い
か
に
資
本
の
前
貸
と
還
流
と
ち
が
っ
て
い
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
部
第
三
篇
で
は
こ
の
よ
う
な
付
論
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
貨
幣
の
還
流
法
郎
の
説
明
は
、
「
余
論
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
論
点
を
土
台
に
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
貨
幣
の
還
流
法
則
に
か
ん
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
貨
幣
は
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
商
品
資
本
の
実
現
を
あ
て
に
し
て
前
貸
し
さ
れ
、
買
い
手
が
売
り
手
に
な
れ
ば
出
発
点
に
還
流
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
か
か
る
貨
幣
の
還
流
法
則
の
内
容
を
考
え
る
な
ら
ば
、
す
で
に
「
余
論
」
に
お
い
て
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
還
流
通
動
に
か
ん
す
る
基
本
問
題
が
解
明
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
「
余
論
」
で
は
ケ
ネ
!
の
『
経
済
表
』
の
批
判
的
理
解
が
主
要
問
題
で
あ
る
た
め
、
貨
幣
の
形
式
的
な
還
流
お
よ
び
流
通
手
段
の
前
貸
の
問
題
は
、
付
論
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
第
二
部
第
三
篇
で
は
、
貨
幣
の
還
流
法
則
は
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
に
お
け
る
重
要
な
法
則
と
し
て
不
可
欠
の
位
置
を
し
め
て
い
る
。
「
余
論
」
と
第
二
部
第
三
篤
と
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
の
説
明
で
、
重
要
な
相
違
と
み
ら
れ
る
の
は
つ
ぎ
の
点
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
「
余
論
」
で
は
、
産
業
資
本
家
が
自
分
の
収
入
(
剰
余
価
値
)
を
消
費
す
る
さ
い
に
自
分
で
貨
幣
を
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
、
ま
だ
明
確
に
し
て
い
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
「
た
と
え
ば
、
資
本
家
自
身
も
年
々
一
定
量
の
も
の
を
消
費
す
る
。
彼
は
す
で
に
自
分
の
商
品
を
貨
幣
に
転
化
さ
せ
て
い
て
、
こ
の
貨
幣
を
自
分
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
が
最
終
的
に
消
費
し
よ
う
と
す
る
商
品
に
た
い
し
て
支
出
す
る
。
こ
の
ば
あ
い
に
は
W
I
G
-
w
で
あ
っ
て
、
彼
へ
の
還
流
は
起
こ
ら
ず
、
売
り
手
ハ
た
と
え
ば
小
売
商
人
〉
へ
の
還
流
が
起
こ
り
、
収
入
の
支
出
が
、
こ
の
売
ハ
お
)
り
手
の
資
本
を
補
填
す
る
の
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
は
、
小
売
商
人
が
資
本
家
の
収
入
を
あ
ら
わ
す
商
品
を
貨
幣
化
す
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
資
本
家
自
身
が
剰
余
価
値
を
流
通
さ
せ
る
た
め
の
貨
幣
を
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
論
点
は
で
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
つ
ぎ
の
問
題
提
起
と
も
関
連
し
て
い
る。
「
と
こ
ろ
で
、
資
本
家
全
体
つ
ま
り
産
業
資
本
家
階
級
が
、
彼
ら
の
投
入
す
る
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
た
え
ず
流
通
か
ら
引
き
だ
す
と
い
う
こ
と
(
m
m
)
 
は
、
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
?
」
。
こ
の
間
題
は
、
「
余
論
」
で
は
提
起
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
余
論
」
で
は
剰
余
価
値
の
流
通
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
産
業
資
本
家
が
不
変
資
本
、
可
変
資
本
だ
け
で
は
な
く
、
剰
余
価
値
の
流
通
の
た
め
に
も
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
は
じ
め
て
、
社
会
的
再
生
産
を
媒
介
す
る
貨
幣
流
通
は
全
面
的
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
幻
〉
同
・
ロ
・
ω・
Apo-
ハ
忽
)
同
広
島
-
m
・4
4
(
お
)
こ
の
ば
あ
い
資
本
家
E
の
前
貸
し
す
る
貨
幣
資
本
は
、
W
I
G
-
h
の
媒
介
の
形
態
で
あ
り
、
た
ん
に
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
。
A
 
「
流
通
W
|
G
W
八
而
で
は
、
同
じ
貨
幣
が
二
度
位
置
安
取
り
替
え
る
。
二
九
三
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
資
本
家
は
ま
ず
売
り
手
と
し
て
そ
れ
を
受
け
取
り
、
そ
れ
か
ら
買
い
手
と
し
て
そ
れ
を
手
放
す
。
商
品
の
貨
幣
形
態
へ
の
転
化
は
、
た
だ
商
品
を
貨
幣
形
態
か
ら
商
品
形
態
に
転
化
さ
せ
る
の
に
役
立
つ
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
資
本
の
貨
幣
形
態
、
貨
幣
資
本
と
し
て
の
資
本
の
存
在
は
、
こ
の
運
動
で
は
た
だ
一
時
的
な
契
機
で
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
資
本
は
、
運
動
が
よ
ど
み
な
く
行
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
購
買
手
段
と
し
て
役
立
つ
ば
あ
い
に
は
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
」
(
E
E〉。
(
引
C
U
E
-
ω
・
品
C
C
(
お
)
叶
E
・
F
ω
・ω
C
N
〈お
)
H
F
白血・
ω・
ω
o
ω
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
な
に
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
つ
ぎ
の
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
資
本
の
前
貸
と
は
な
に
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
第
三
部
第
三
一
二
章
の
一
節
の
解
釈
に
立
ち
帰
る
と
と
も
に
、
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役
割
と
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役
割
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
は
じ
め
に
、
第
三
部
第
三
三
章
の
一
節
を
引
用
し
よ
う
。
「
流
通
手
段
の
支
出
と
資
本
の
貸
出
と
の
区
別
は
、
現
実
の
再
生
産
過
程
で
は
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
前
に
(
第
二
部
第
三
篇
で
〉
、
生
産
の
い
ろ
い
ろ
な
成
分
が
ど
の
よ
う
に
交
換
さ
れ
る
か
を
見
た
。
た
と
え
ば
、
可
変
資
本
は
物
的
に
は
労
働
者
の
生
活
手
段
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
の
生
産
物
の
一
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
ら
に
二
九
四
は
少
し
づ
っ
貨
幣
で
支
払
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貨
幣
を
資
本
家
は
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
:
:
:
一
つ
の
社
会
的
総
資
本
の
い
ろ
い
ろ
な
成
分
の
あ
い
だ
の
交
換
行
為
、
た
と
え
ば
消
費
手
段
と
消
費
手
段
の
生
産
手
段
と
の
あ
い
だ
の
交
換
行
為
の
ば
あ
い
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
の
流
通
の
た
め
の
貨
幣
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
交
換
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
に
よ
っ
て
前
貸
し
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
貨
幣
は
流
通
の
な
か
に
留
ま
る
の
で
あ
る
が
、
交
換
が
終
わ
れ
ば
必
ず
ま
た
そ
れ
を
前
貸
し
し
た
人
の
手
に
帰
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
貨
幣
は
彼
に
よ
っ
て
自
分
の
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
以
上
に
前
貸
し
さ
れ
た
の
だ
か
ら
で
あ
る
(
第
二
部
第
二
O
章
を
見
よ
)
。
信
用
制
度
が
発
達
し
て
い
て
貨
幣
が
銀
行
の
手
に
集
中
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
に
は
、
銀
行
は
、
少
な
く
と
も
名
目
的
に
は
、
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
者
で
あ
る
。
こ
の
前
貸
は
、
た
だ
流
通
中
の
貨
幣
に
関
係
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
通
貨
の
前
貸
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
流
通
さ
せ
ら
れ
る
資
本
の
前
貸
(
幻
〉
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
。
も
し
産
業
資
本
家
が
現
実
に
生
産
資
本
と
し
て
充
用
す
る
資
本
の
ほ
か
に
手
も
と
に
貨
幣
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
商
品
の
販
売
に
先
立
っ
て
購
買
を
行
な
う
た
め
に
は
、
銀
行
か
ら
貨
幣
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
資
本
家
は
借
り
入
れ
た
貨
幣
を
生
産
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
生
産
要
素
の
買
い
入
れ
に
前
貸
し
す
る
。
こ
の
貨
幣
は
商
品
の
販
売
に
先
立
っ
て
購
買
に
前
貸
し
さ
れ
、
商
品
の
貨
幣
形
態
の
先
取
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
貨
幣
は
、
あ
と
か
ら
商
品
資
本
が
実
現
さ
れ
て
産
業
資
本
家
の
手
も
と
に
還
流
す
る
が
、
貨
幣
の
前
貸
に
よ
っ
て
す
で
に
商
品
資
本
は
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
貨
幣
は
、
商
品
資
本
の
実
現
に
先
立
っ
て
商
品
資
本
の
生
産
資
本
へ
の
転
換
を
媒
介
し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
貨
幣
は
買
い
子
が
売
り
手
に
な
る
こ
と
で
産
業
資
本
家
の
手
も
と
に
形
式
的
に
還
流
す
る
の
で
あ
り
、
現
実
に
資
本
と
し
て
運
動
し
た
の
で
は
な
い
。
銀
行
に
よ
る
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
の
ほ
か
に
商
品
資
本
の
流
通
の
媒
介
に
必
要
な
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
わ
し
て
い
る
@
右
の
よ
う
な
流
通
手
段
の
前
貸
に
た
い
し
て
、
資
本
の
前
貸
は
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
引
用
に
お
い
て
、
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
は
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
以
上
に
前
貸
し
さ
れ
た
」
貨
幣
と
し
て
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
銀
行
に
よ
る
通
貨
の
前
貸
は
、
「
た
だ
流
通
中
の
貨
幣
に
関
係
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
「
そ
れ
に
よ
っ
て
流
通
さ
せ
ら
れ
る
資
本
の
前
貸
」
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
で
は
、
商
品
資
本
の
流
通
に
の
み
必
要
な
流
通
手
段
の
前
貸
と
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
の
前
貸
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
銀
行
に
よ
る
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
の
前
貸
と
は
ど
の
よ
う
な
ば
あ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
け
る
貨
幣
資
本
と
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
資
本
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
資
本
の
循
環
に
お
い
て
貨
幣
資
本
は
、
「
再
生
産
論
L
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
ヲ。
「
G
:
N
U
で
は
G
は
資
本
価
値
の
最
初
の
形
態
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
捨
て
ら
れ
る
の
は
、
再
び
と
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
p
i
w
l
G
|
W
・:
p
で
は
、
G
は
た
だ
過
程
の
な
か
で
と
ら
れ
る
形
態
で
あ
っ
て
、
す
で
に
過
程
の
な
か
で
再
び
捨
て
ら
れ
る
形
態
で
あ
る
。
貨
幣
形
態
は
、
こ
こ
で
は
た
だ
資
本
の
一
時
的
な
独
立
な
価
値
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
:
:
:
G
は
、
こ
こ
で
は
流
通
手
段
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
(
お
)
し
資
本
の
流
通
手
段
と
し
て
で
あ
る
」
。
ま
た
、
個
別
資
本
の
回
転
に
お
い
て
貨
幣
資
本
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
。
「
個
別
資
本
の
回
転
を
考
察
し
た
と
き
に
は
、
貨
幣
資
本
は
二
つ
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
第
一
に
、
貨
幣
資
本
は
、
ど
の
個
別
資
本
が
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
て
資
本
と
し
て
そ
の
過
程
を
開
始
す
る
と
き
に
も
そ
の
形
態
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
貨
幣
資
本
は
、
全
過
程
に
衝
撃
を
加
え
る
起
動
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
回
転
期
間
の
長
さ
が
違
え
ば
、
ま
た
そ
の
二
つ
の
構
成
部
分
|
|
労
働
期
間
と
流
通
期
間
と
l
lの
割
合
が
違
え
ば
、
前
貸
資
本
価
値
の
う
ち
の
た
え
ず
貨
幣
形
態
で
前
貸
し
さ
れ
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
構
成
部
分
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
生
産
資
本
す
な
わ
ち
連
続
的
な
生
産
規
模
と
の
割
合
も
違
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
割
合
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
ど
ん
な
事
情
の
も
と
で
も
、
過
程
進
行
中
の
資
本
価
値
の
う
ち
た
え
ず
生
産
資
本
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
は
、
前
貸
二
九
五
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
資
本
価
値
の
う
ち
た
え
ず
生
産
資
本
と
並
ん
で
貨
幣
形
態
で
存
在
し
な
け
(
m
U
)
 
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
よ
っ
て
、
制
限
さ
れ
て
い
る
」
。
以
上
の
引
用
が
示
す
よ
う
に
、
個
別
資
本
の
循
環
お
よ
び
回
転
に
お
い
て
貨
幣
資
本
の
役
割
に
は
区
別
が
あ
る
。
一
、
貨
幣
資
本
は
、
資
本
価
値
の
最
初
の
形
態
で
あ
り
、
資
本
と
し
て
の
運
動
を
開
始
す
る
と
き
の
形
態
で
あ
る
。
貨
幣
資
本
は
資
本
の
再
生
産
過
程
の
起
動
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
。
二
、
貨
幣
資
本
は
、
W
I
G
-
w
の
媒
介
の
形
態
で
あ
り
、
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
。
前
貸
資
本
価
値
の
一
部
は
、
生
産
資
本
の
連
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
た
え
ず
貨
幣
形
態
に
投
下
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
貨
幣
資
本
は
前
貸
資
本
の
一
部
が
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
ず
に
、
流
通
の
た
め
に
投
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
第
一
の
貨
幣
資
本
が
、
現
実
に
価
値
増
殖
の
機
能
を
行
な
う
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
第
二
の
貨
幣
資
本
は
、
生
産
資
本
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
流
通
に
投
下
さ
れ
る
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
。
第
二
の
貨
幣
資
本
も
生
産
要
素
の
購
買
に
投
下
さ
れ
、
そ
の
面
か
ら
み
れ
ば
資
本
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
一
方
で
貨
幣
資
本
が
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
で
商
品
資
本
が
貨
幣
資
本
に
再
転
化
さ
れ
て
お
り
、
前
貸
資
本
価
値
の
一
部
は
た
え
ず
貨
幣
資
本
の
形
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
資
本
は
、
W
I
G
-
w
の
媒
介
と
し
て
の
み
役
立
つ
。
さ
て
、
こ
の
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
る
貨
幣
資
本
の
役
割
の
区
別
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
二
九
六
本
の
前
貸
と
の
区
別
と
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
商
品
資
本
の
流
通
の
た
め
に
追
加
的
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
第
二
の
貨
幣
資
本
と
関
連
し
て
い
る
。
個
別
資
本
は
、
生
産
資
本
の
速
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
た
え
ず
貨
幣
資
本
を
準
備
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
貨
幣
資
本
は
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
に
お
い
て
商
品
資
本
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
追
加
貨
幣
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
銀
行
が
第
二
の
貨
幣
資
本
を
産
業
資
本
家
に
前
貸
し
す
る
か
ぎ
り
で
、
流
通
手
段
を
前
貸
し
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
の
貨
幣
資
本
は
、
資
本
が
運
動
を
開
始
す
る
さ
い
の
形
態
で
あ
り
、
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
の
貨
幣
資
本
は
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
の
貨
幣
資
本
の
銀
行
に
よ
る
前
貸
が
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
第
一
の
貨
幣
資
本
の
銀
行
に
よ
る
前
貸
は
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
へ
転
化
さ
れ
る
貨
幣
資
本
の
前
貸
料
一
あ
り
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
資
本
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
以
上
で
、
個
別
資
本
に
よ
る
貨
幣
資
本
の
前
貸
の
二
つ
の
契
機
と
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
た
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
の
関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
の
貨
幣
資
本
は
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
、
り
す
れ
ば
、
す
べ
て
流
通
手
段
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
見
解
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
川
町
品
)
木
村
二
郎
氏
は
、
論
文
「
円
貨
幣
資
本
の
役
割
』
と
再
生
産
表
式
」
に
お
い
て
、
「
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
け
る
貨
幣
資
本
と
再
生
産
表
式
分
析
に
お
け
る
流
通
手
段
た
る
貨
幣
と
の
基
本
的
関
連
を
」
明
確
に
し
よ
主
と
さ
れ
た
。
氏
の
見
解
を
よ
く
示
す
文
章
を
引
用
し
よ
う
。
「
貨
幣
資
本
の
第
一
側
面
と
は
、
『
全
過
程
に
衝
撃
を
加
え
る
起
動
力
』
と
し
て
の
貨
幣
資
本
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
個
別
資
本
の
循
環
の
『
出
発
点
』
あ
る
い
は
『
連
続
的
動
力
』
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
起
動
力
と
し
て
貨
幣
資
本
は
、
個
別
資
本
あ
る
い
は
社
会
的
資
本
の
循
潔
・
回
転
と
い
う
言
わ
ば
縦
の
糸
か
ら
の
規
定
を
な
す
。
資
本
が
生
産
手
段
な
門
労
働
方
な
り
を
購
入
す
る
場
人
刊
に
は
貨
幣
を
流
通
に
投
入
す
る
が
、
こ
の
貨
幣
は
、
社
会
的
総
資
本
の
流
通
の
観
点
か
、
り
み
れ
け
商
品
資
本
の
交
換
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
そ
の
主
の
で
あ
る
。
、
だ
か
ら
、
『
起
動
力
』
と
し
て
の
貨
幣
資
本
と
流
通
手
段
と
は
、
同
じ
も
の
を
別
の
角
度
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
循
環
・
回
転
の
縦
糸
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
『
起
動
力
』
と
し
て
の
貨
幣
資
本
で
あ
る
も
の
が
、
社
会
的
総
資
本
の
流
通
と
い
ハ
明
以
)
う
横
糸
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
流
通
手
段
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
」
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
ろ
。
「
個
別
資
本
が
起
動
力
と
し
て
流
通
に
授
下
す
る
貨
幣
資
本
は
、
社
会
的
流
通
を
媒
介
す
る
貨
幣
(
流
通
手
段
)
を
成
す
。
従
っ
て
、
追
加
貨
幣
の
み
な
ら
ず
前
貸
総
資
本
が
流
通
手
段
に
な
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
久
留
間
氏
の
よ
う
に
流
通
手
段
を
追
加
資
本
部
分
だ
け
に
限
定
す
る
理
由
は
な
ハ
お
)
い」。
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
は
、
個
別
資
本
の
投
下
す
る
貨
幣
資
本
は
、
第
一
の
貨
幣
資
本
も
第
二
の
貨
幣
資
本
も
社
会
的
再
生
産
に
お
い
て
す
べ
て
流
通
手
段
と
な
り
、
貨
幣
資
本
と
流
通
手
段
と
の
区
別
は
、
縦
糸
的
観
点
〔
災
)
と
横
糸
的
観
点
と
の
相
違
だ
、
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
個
別
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
役
割
の
区
別
を
考
察
し
た
さ
い
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
個
別
資
本
に
よ
る
貨
幣
資
本
の
前
貸
が
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
第
二
の
貨
幣
資
本
に
か
ん
し
て
の
み
で
あ
る
。
第
二
の
貨
幣
資
本
は
、
生
産
資
本
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
た
え
ず
貨
幣
形
態
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
前
貸
資
本
価
値
の
一
部
で
あ
り
、
社
会
的
拘
生
産
の
考
察
に
お
い
て
、
商
品
資
本
の
流
通
の
媒
介
の
た
め
の
流
通
手
段
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
第
二
の
貨
幣
資
本
が
、
社
会
的
再
生
産
に
お
い
て
流
通
手
段
と
な
る
の
は
、
す
で
に
資
本
の
循
環
・
回
転
に
お
い
て
w
l
G
W
の
媒
介
の
形
態
に
あ
り
、
再
生
産
過
程
の
媒
介
と
し
て
の
み
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
資
本
の
第
二
側
面
は
、
生
産
資
本
循
環
の
視
角
か
ら
の
貨
幣
資
本
の
規
定
で
あ
り
、
こ
の
規
定
は
、
商
品
資
本
循
環
が
前
提
さ
れ
る
か
き
り
で
の
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
資
本
に
も
妥
当
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
氏
は
起
動
力
と
し
て
の
貨
幣
資
本
t
主
産
要
素
の
購
買
に
前
貸
し
さ
れ
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
流
通
手
段
と
な
る
、
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
貨
幣
資
本
を
た
ん
に
購
買
の
た
め
に
前
貸
し
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
を
前
貸
し
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
個
別
資
本
の
投
下
す
る
貨
幣
資
本
九
七
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
が
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
と
な
る
と
い
え
る
の
は
、
貨
幣
資
本
が
生
皮
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
本
価
値
の
ほ
か
に
前
貸
し
さ
れ
る
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。
商
品
資
本
の
流
通
の
媒
介
の
た
め
に
は
、
個
別
資
本
家
が
生
産
資
本
の
ほ
か
に
も
っ
て
い
る
貨
幣
資
本
が
前
貸
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
第
一
側
面
の
貨
幣
資
本
が
前
貸
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
側
面
の
貨
幣
資
本
は
再
生
産
過
程
の
起
動
力
と
な
る
の
で
あ
り
、
再
生
産
過
程
の
媒
介
の
た
め
に
投
下
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
資
本
の
第
一
側
面
は
、
貨
幣
資
本
循
涼
の
視
角
す
り
の
規
定
で
あ
り
、
こ
の
規
定
は
、
商
品
資
本
循
環
に
お
け
る
貨
幣
資
本
に
は
妥
当
し
な
い
。
貨
幣
資
本
が
、
社
会
的
再
生
産
に
お
い
て
流
通
手
段
と
な
る
の
は
、
w
l
G
W
の
媒
介
と
し
て
あ
ら
わ
れ
か
る
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
ハ
幻
)
同
-
H
H
F
ω
-
m
h山市
山
l
l
印お
ハ
叩
泊
)
州
内
・
ロ
w
m
a
「
原
稿
で
は
こ
こ
に
マ
ル
F
ス
の
筆
蹟
で
『
ト
ゥ
ッ
P
に
た
い
し
て
』
と
記
入
し
て
あ
る
」
公
立
品
・
編
集
者
注
〉
。
こ
れ
を
み
る
と
、
マ
ル
F
ス
は
こ
の
文
章
で
、
「
資
本
の
流
通
手
段
」
を
資
本
と
解
し
た
ト
ゥ
吋
ノ
ク
に
た
い
す
る
批
判
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
鈎
)
H
t
正
・
曲
-uE
(
初
〉
こ
の
理
解
は
、
久
留
間
氏
の
見
解
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
久
留
問
、
前
掲
論
文
。
(
幻
〉
木
村
二
郎
「
『
貨
幣
資
本
の
役
割
』
と
再
生
産
表
式
」
(
『
一
橋
論
叢
』
第
八
O
巻
、
第
四
号
、
一
九
七
八
年
一
O
月
、
所
載
)
。
(
刊
叫
)
木
村
、
前
掲
論
文
、
九
九
|
一
0
0
ペ
ー
ジ
。
ハ
お
〉
木
村
、
前
掲
論
文
、
一
O
八
ペ
ー
ジ
。
二
九
八
ハM
V
木
村
氏
は
、
資
本
循
環
・
回
転
の
視
角
を
縦
糸
的
観
点
、
社
会
的
再
生
産
の
視
角
を
横
糸
約
観
点
と
い
わ
れ
る
が
、
社
会
的
再
生
産
は
商
品
資
本
循
環
の
視
角
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
縦
糸
的
、
横
糸
的
と
い
う
区
別
は
、
理
論
的
な
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
第
三
節
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
独
自
な
貨
幣
資
本
の
前
貸
年
間
商
品
生
産
物
の
相
互
的
転
換
が
前
挺
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
で
の
み
機
能
し
、
商
品
転
換
の
媒
介
の
た
め
の
貨
幣
の
前
貨
は
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
年
間
生
産
物
の
転
換
に
は
相
互
的
転
換
に
分
解
で
き
な
い
契
機
が
存
在
し
て
い
る
。
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
そ
の
ば
あ
い
、
貨
幣
が
ど
ん
な
役
割
を
演
じ
る
の
か
、
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
の
考
察
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
前
貸
は
「
資
本
の
前
貸
」
で
あ
ろ
う
が
、
社
会
的
生
辰
物
の
流
通
に
必
要
な
流
通
手
段
を
供
給
し
て
お
り
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
、
り
す
れ
ば
、
や
は
り
流
通
手
段
の
前
貸
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
見
解
を
検
討
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
。
固
定
資
本
の
補
撲
に
か
ん
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。「
単
純
な
商
品
流
通
が
た
ん
な
る
生
産
物
交
換
と
同
じ
で
は
な
い
よ
う
に
、
年
間
商
品
生
産
物
の
転
換
も
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
の
た
ん
な
る
直
接
的
な
相
互
的
交
換
に
分
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
は
貨
幣
が
一
つ
の
独
自
な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
こ
の
役
割
は
こ
と
に
ま
た
固
定
(
お
)
資
本
価
値
の
再
生
産
の
様
式
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
。
こ
こ
で
は
、
固
定
資
本
の
補
填
の
さ
い
に
年
間
商
品
生
産
物
の
相
互
的
交
換
が
行
な
わ
れ
ず
、
そ
の
さ
い
貨
幣
が
一
つ
の
独
自
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
固
定
資
本
の
補
撲
の
さ
い
の
貨
幣
の
独
自
な
役
割
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
考
察
し
ょ、っ。固
定
資
本
は
何
年
も
の
あ
い
だ
生
産
過
程
で
機
能
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
固
定
資
本
の
損
耗
価
値
部
分
だ
け
が
、
固
定
資
本
の
現
物
で
の
補
墳
が
必
要
に
な
る
と
き
ま
で
、
貨
幣
形
態
で
積
み
立
て
ら
れ
る
。
固
定
資
本
の
寿
命
が
尽
き
た
と
き
に
、
固
定
資
本
価
値
は
す
べ
て
貨
幣
形
態
に
転
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
貨
幣
に
よ
っ
て
回
定
資
本
は
現
物
補
填
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
定
資
本
価
値
は
、
流
動
資
本
価
値
の
よ
う
に
毎
年
W
I
G
-wと
い
う
流
通
を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
固
定
資
本
が
機
能
し
て
い
る
あ
い
だ
は
損
耗
分
だ
け
が
w
l
Gを
行
な
い
、
国
定
資
本
の
現
物
納
填
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
一
括
し
て
G
l
wを
行
な
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
固
定
資
本
価
値
は
年
間
再
生
産
に
お
い
て
W
G
ま
た
は
G
l
w
を
行
な
う
の
で
あ
り
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
契
機
と
し
て
固
定
資
本
の
補
填
を
考
慮
す
れ
ば
、
年
間
商
品
生
産
物
の
一
方
的
転
換
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。年
間
生
産
物
の
転
換
に
お
い
て
固
定
資
本
の
補
墳
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
る
。「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
円
(
5
0
0
〈
+
H
o
g
s
)
と
同
M
O
O
D
C
と
の
転
換
を
例
と
す
れ
ば
、
同
M
O
O
-
C
の
に
だ
け
固
定
資
本
の
損
耗
価
値
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
ハ
〈
+
ヨ
〉
は
全
部
が
消
費
手
段
の
現
物
形
態
で
あ
る
止
に
転
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
恥
の
ほ
う
は
全
部
が
円
(
〈
十
目
)
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
同
日
0
0
(
U
(
仏
)
を
固
定
資
本
の
損
耗
分
と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
一
方
的
に
販
売
さ
れ
て
貨
幣
形
態
で
沈
澱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
H
N
O
O
B
と
同
N
G
O
の
(
門
田
〉
と
が
転
換
で
き
ず
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
回
定
資
本
の
損
耗
分
の
貨
幣
形
態
で
の
積
み
立
て
が
考
慮
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
画
定
資
本
の
現
物
補
填
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
な
か
『
た
。
一
方
の
資
本
家
部
類
が
固
定
資
本
の
損
耗
分
を
貨
幣
で
積
み
立
て
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
方
の
資
本
，
家
部
類
は
す
で
に
貨
幣
蓄
蔵
を
終
わ
っ
て
お
り
、
固
定
資
本
の
現
物
補
墳
の
時
期
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
を
部
分
2
、
後
者
を
部
分
ー
と
し
よ
う
。
部
分
1
は
、
積
み
立
て
の
終
わ
っ
た
貨
幣
で
部
門
ー
か
ら
固
定
資
本
の
現
物
要
素
で
あ
る
H
N
8
5
を
買
う
。
資
本
家
ー
は
こ
の
貨
幣
で
部
分
2
か
ら
固
定
資
本
の
損
耗
価
値
を
あ
ら
わ
す
消
費
手
段
を
買
う
。
こ
う
し
て
、
部
分
2
ば
固
定
資
本
の
損
耗
介
を
貨
幣
化
し
、
貨
幣
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ろ
。
部
分
ー
に
よ
る
一
方
的
購
買
と
部
分
2
に
よ
る
一
方
的
販
売
と
の
均
衡
が
、
固
定
資
本
の
補
填
の
さ
い
の
再
生
産
の
条
件
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
画
定
資
本
の
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
は
、
ど
ん
な
独
自
な
規
定
を
う
け
と
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
は
じ
め
の
ほ
う
の
部
類
の
資
本
家
ば
、
か
つ
て
そ
の
創
業
の
さ
い
に
二
九
九
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
貨
幣
資
本
を
携
え
て
市
場
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
を
一
方
で
は
不
支
資
本
(
固
定
お
よ
び
流
動
)
に
転
化
さ
ぜ
他
左
で
は
労
働
力
す
な
わ
ち
可
変
資
本
に
転
化
さ
せ
た
と
き
と
、
ま
っ
た
く
(
ま
た
は
、
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
の
だ
が
、
部
分
的
に
)
同
じ
状
態
に
あ
る
Q
そ
の
当
時
の
よ
う
に
、
今
ま
た
彼
は
再
び
こ
の
貨
幣
資
本
を
流
通
に
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
不
変
流
動
資
本
や
可
変
資
本
の
価
値
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
本
の
価
値
を
も
流
通
に
前
貸
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
(
お
)
る」。こ
こ
で
は
、
回
i
日
比
資
木
の
補
填
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貨
は
、
資
本
の
創
業
の
さ
い
の
貨
幣
資
本
の
前
貸
と
同
じ
こ
と
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
年
間
商
品
生
産
物
の
相
互
的
交
換
が
前
摂
さ
れ
る
は
あ
い
、
流
通
に
前
貸
し
さ
れ
る
貨
幣
は
、
資
本
と
し
て
前
貸
し
さ
れ
る
に
せ
よ
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ
る
に
せ
よ
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
し
た
。
そ
し
て
、
交
換
さ
れ
る
商
品
額
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
流
通
に
投
じ
ら
れ
る
貨
幣
の
前
貸
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
固
定
資
本
の
補
墳
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貸
日
、
流
通
手
段
の
前
貸
で
は
な
く
、
貨
幣
資
本
の
前
貨
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
つ
、
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
、
固
定
資
本
の
現
物
補
墳
の
さ
い
に
投
下
さ
れ
る
貨
幣
は
、
匝
定
資
本
価
値
の
貨
幣
形
態
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
に
転
化
さ
せ
ら
れ
る
貨
幣
資
本
で
あ
る
。
コ
」
の
貨
幣
は
、
画
定
資
本
の
死
ん
だ
諸
要
素
を
補
填
す
る
た
め
に
そ
の
あ
ら
た
な
諸
要
素
に
再
転
化
さ
せ
ら
れ
る
と
き
に
、
は
じ
め
て
そ
の
安
田
蔵
貨
幣
形
態
を
失
う
の
で
あ
一二
0
0
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
再
び
能
動
的
に
、
流
通
に
よ
っ
(
幻
)
て
媒
介
さ
れ
る
資
本
の
再
生
産
過
程
に
は
い
っ
て
行
く
の
で
あ
る
」
。
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
は
、
あ
ら
た
に
資
本
と
し
て
の
運
動
安
開
始
す
る
貨
幣
資
本
で
あ
り
、
資
本
の
百
円
年
産
過
程
の
起
動
力
と
な
る
。
二
、
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
は
、
商
品
価
値
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
前
貸
し
さ
れ
、
商
品
転
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
。
し
か
し
、
固
定
資
本
の
補
棋
の
ば
あ
い
、
部
分
1
の
前
貸
し
し
た
貨
幣
は
部
分
2
の
子
も
と
で
蓄
蔵
貨
幣
に
転
化
さ
れ
、
年
間
生
産
物
の
転
換
に
お
い
て
出
発
点
に
還
流
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
部
分
1
は
買
い
手
に
な
る
が
、
売
り
手
に
は
な
ら
な
い
こ
E
ど
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
部
分
1
は
白
分
の
も
っ
て
い
る
商
品
机
値
の
ほ
か
に
商
品
転
換
の
手
段
と
し
て
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
の
で
は
な
く
、
固
定
資
本
の
現
物
要
素
の
(
お
)
一
方
的
購
買
の
た
め
に
貨
幣
資
本
を
前
貸
し
し
た
の
で
あ
る
。
部
分
1
に
貨
幣
が
還
流
し
て
く
る
の
は
、
次
年
度
以
後
に
固
定
資
本
の
損
耗
分
が
商
品
の
販
売
に
よ
っ
て
除
々
に
貨
幣
で
還
流
す
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
固
定
資
本
の
再
生
産
に
お
け
る
貨
幣
は
、
商
品
流
通
の
た
め
に
追
加
的
に
前
貸
し
さ
れ
る
流
通
手
段
を
あ
ら
わ
す
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
に
資
本
と
し
て
の
運
動
を
開
始
す
る
貨
幣
資
本
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
ハ
お
)
関
口
.
ω
A
H
A
品∞
〈
叩
叫
)
F
E
-
m
-
品
目
白
ハ
幻
)
同
区
品
-
F
主∞
ハ
お
〉
マ
ル
グ
ス
は
、
部
分
1
が
部
門
I
か、
h
ノ
固
定
資
本
要
素
を
二
O
O
、
流
動
資
本
要
素
を
一
0
0買
う
ば
あ
い
を
仮
定
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
場。
「
・
:
・
部
分
1
が
最
初
に
投
下
し
た
の
は
一
ニ
O
O
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
0
0
は
固
定
資
本
要
素
の
現
物
を
ー
か
ら
買
っ
た
と
き
に
投
下
し
た
貨
幣
で
あ
り
、
一
O
O
は
ー
と
の
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
投
下
し
た
貨
幣
で
あ
る
」
QZι
・
ω
・
合
∞
)
。
こ
の
ば
あ
い
、
一
O
O
の
貨
幣
は
商
品
交
換
を
媒
介
し
た
の
ち
還
流
す
る
が
、
ご
O
O
の
貨
幣
は
固
定
資
本
の
現
物
要
素
に
転
化
さ
れ
る
だ
け
で
還
流
し
な
い
。
画
定
資
本
の
損
耗
価
値
部
分
は
除
々
に
貨
幣
で
積
み
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
剰
余
価
値
の
貨
幣
で
の
積
み
立
て
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
貨
幣
を
追
加
的
生
産
要
素
に
転
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
貨
幣
が
投
下
さ
れ
る
生
産
部
門
に
お
い
て
資
本
と
し
て
機
能
し
う
る
最
低
の
大
き
さ
に
達
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
資
本
蓄
積
の
た
め
に
は
、
剰
余
価
値
は
一
定
期
間
の
あ
い
だ
貨
幣
で
積
み
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
貨
幣
を
追
加
資
本
に
転
化
さ
せ
る
に
は
、
追
加
的
生
産
要
素
が
前
も
っ
て
市
場
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
門
I
の
資
本
家
A
が
剰
余
生
産
物
を
つ
ぎ
つ
き
に
販
売
し
、
貨
幣
を
徐
々
に
積
み
立
て
潜
勢
的
貨
幣
資
本
を
形
成
す
る
と
す
れ
ば
、
部
門
I
の
資
本
家
B
は
す
で
に
追
加
貨
幣
資
本
の
形
成
を
終
わ
っ
て
お
り
、
貨
幣
を
追
加
的
生
産
資
本
に
転
化
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
資
本
家
A
が
た
ん
な
る
売
り
手
と
し
て
市
場
に
あ
ら
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
資
本
家
B
は
た
ん
な
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
る
買
い
手
と
し
て
市
場
に
あ
ら
わ
れ
る
。
資
本
家
A
の
剰
余
生
産
物
が
生
産
手
段
の
生
産
手
段
の
形
態
を
も
っ
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
資
本
家
B
の
手
も
と
で
は
じ
め
て
追
加
的
生
産
資
本
・
と
し
て
機
能
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
家
B
が
資
本
家
A
の
剰
余
生
産
物
を
貨
幣
化
す
る
た
め
の
貨
幣
を
供
粉
し
な
け
れ
ば
な
ら
介。
L
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
う
し
た
資
本
家
B
に
よ
る
資
本
家
A
の
剰
余
生
産
物
の
貨
幣
化
の
た
め
の
貨
幣
の
供
給
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る。
「
と
は
い
、
ぇ
、
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
単
純
再
生
産
の
考
察
か
ら
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ー
と
立
と
の
資
本
家
た
ち
の
剰
余
牢
産
物
を
転
換
す
る
た
め
に
は
、
彼
ら
の
手
の
な
か
に
い
く
ら
か
の
貨
幣
量
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
の
ぱ
あ
い
に
は
、
た
だ
収
入
と
し
て
消
費
手
段
に
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
役
立
っ
た
だ
け
の
貨
幣
が
、
資
本
家
た
ち
が
め
い
め
い
の
商
品
の
転
換
の
た
め
に
そ
れ
を
前
貸
し
し
た
度
合
に
応
じ
て
、
彼
ら
の
手
に
帰
っ
て
き
た
。
今
度
も
同
じ
貨
幣
が
再
び
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
機
能
は
違
っ
て
い
る
。
A
の
仲
間
と
B
の
仲
間
と
〈
部
門
I
〉
は
、
剰
余
生
産
物
を
可
能
的
追
加
貨
幣
資
本
に
転
化
さ
せ
る
た
め
の
貨
幣
を
か
わ
る
が
わ
る
供
給
し
あ
う
の
で
あ
り
、
ま
た
、
あ
ら
た
に
形
成
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
購
買
手
段
と
し
て
か
わ
る
が
わ
る
流
通
に
投
げ
返
す
の
で
あ
(
お
)
る」。こ
の
引
用
文
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
単
純
再
生
産
に
お
け
る
剰
余
生
産
物
の
転
換
の
た
め
の
貨
幣
と
、
資
本
家
A
の
剰
余
生
産
物
を
貨
幣
化
す
。
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
る
資
本
家
B
の
貨
幣
と
で
は
機
能
が
違
う
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
す
で
に
前
節
に
お
い
て
、
部
門
I
の
資
本
家
が
収
入
の
支
出
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
、
そ
の
貨
幣
は
商
品
転
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
る
と
と
を
の
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
き
い
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
マ
ル
ク
ス
は
、
拡
大
再
生
産
に
お
い
て
は
貨
幣
の
機
能
が
違
っ
て
い
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
で
は
、
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
の
機
能
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
、
資
本
家
B
は
、
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
潜
勢
的
貨
幣
資
本
を
現
実
の
貨
幣
資
本
と
し
て
追
加
的
生
産
資
本
に
転
化
さ
せ
る
た
め
に
前
貸
し
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
た
に
資
本
と
し
て
の
運
動
を
開
始
す
る
貨
幣
資
本
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ば
あ
い
の
貨
幣
は
、
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
二
、
単
純
再
生
産
に
お
い
て
資
本
家
I
の
貨
幣
は
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ
、
商
品
I
と
商
品
E
と
の
転
換
の
媒
介
と
し
て
役
立
っ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
資
本
家
ー
に
よ
る
貨
幣
の
前
貸
は
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
本
家
B
は
日
間
口
川
転
換
の
媒
介
の
た
め
に
追
加
的
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
の
で
は
な
く
、
追
加
的
生
産
要
素
の
一
方
的
な
購
入
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
の
で
あ
る
。
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
は
、
商
品
転
換
を
媒
介
し
た
の
ち
出
発
点
に
還
流
す
ろ
が
、
B
の
前
貸
し
す
る
貨
幣
は
、
A
の
手
も
と
で
潜
勢
的
貨
幣
資
本
に
転
化
さ
れ
、
年
間
再
生
産
に
お
い
て
B
の
と
こ
ろ
へ
還
流
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
B
の
貨
幣
が
商
品
転
換
の
媒
介
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
に
投
下
さ
れ
三
O
二
る
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
資
本
と
し
て
投
下
さ
れ
る
貨
幣
は
資
本
の
再
生
産
過
程
を
経
て
の
み
還
流
す
る
の
で
あ
り
、
た
ん
に
買
い
手
が
売
り
子
に
な
る
こ
と
で
は
還
流
し
な
い
。
資
本
家
B
に
貨
幣
が
還
流
す
る
の
は
、
B
が
次
年
度
に
お
い
て
商
品
を
生
産
し
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
三
、
し
か
し
、
B
の
貨
幣
は
A
の
剰
余
生
産
物
の
購
買
手
段
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
B
は
流
通
手
段
を
前
貸
し
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
社
会
的
再
生
皮
に
お
い
て
流
通
子
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
追
加
的
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
ば
あ
い
だ
け
で
あ
る
。
た
ん
に
商
品
の
購
買
の
た
め
に
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
こ
と
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
い
え
な
い
。
資
本
家
B
は
追
加
的
生
産
資
本
に
転
化
さ
せ
る
た
め
に
追
加
的
貨
幣
資
本
を
前
貸
し
す
る
の
で
あ
っ
て
、
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
流
通
手
段
を
前
貸
し
す
る
の
で
は
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
は
、
商
品
転
換
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
の
で
ぽ
な
く
、
あ
ら
た
に
資
本
と
し
て
の
運
動
を
開
始
す
ろ
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
す
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。
年
間
商
品
生
産
物
の
相
互
的
交
換
が
前
提
さ
れ
、
そ
の
媒
介
の
た
め
に
商
品
資
本
の
ほ
か
に
貨
幣
が
前
貸
し
さ
れ
る
か
き
り
で
、
そ
の
貨
幣
は
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
年
間
商
品
生
産
物
の
一
方
的
な
変
態
が
必
然
的
で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
貨
幣
は
貨
幣
資
本
と
し
て
機
能
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
貨
幣
は
一
方
的
に
生
産
資
本
に
転
化
さ
せ
ら
れ
る
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
買
い
手
が
あ
と
か
ら
同
じ
価
値
額
の
売
り
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
や
ま
た
そ
の
逆
の
こ
と
に
よ
っ
て
均
衡
が
回
復
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
貨
幣
の
還
流
は
、
買
う
と
き
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
側
、
再
ぴ
買
う
前
に
ま
ず
売
う
た
ほ
う
の
側
に
向
か
っ
て
、
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
均
衡
は
、
商
品
転
換
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
年
間
生
産
物
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分
の
転
換
に
か
ん
し
て
は
、
互
い
に
転
換
さ
れ
る
諸
商
品
の
価
値
額
が
相
等
し
い
と
い
う
こ
と
を
条
件
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
ん
に
一
方
的
な
諸
転
換
、
す
な
わ
ち
一
方
の
側
で
の
多
数
の
た
ん
な
る
買
い
、
他
方
の
側
で
の
多
数
の
た
ん
な
る
売
り
が
行
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
l
|そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
見
た
よ
う
に
資
本
主
義
的
基
礎
の
上
で
の
年
間
生
産
物
の
正
常
な
転
換
は
こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
諸
変
態
勢
』
必
然
的
に
す
る
1
i
、
均
衡
は
、
た
だ
、
一
方
的
な
買
い
の
価
値
額
と
一
方
的
な
売
り
の
価
値
額
と
が
一
致
す
る
と
い
う
仮
定
の
も
と
で
の
み
保
た
れ
る
。
商
品
生
産
が
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
的
形
態
だ
と
い
う
事
実
は
、
す
で
に
、
貨
幣
が
た
ん
に
流
通
手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
貨
幣
資
本
と
ハ
初
)
し
て
も
そ
こ
で
演
ず
る
役
割
を
含
ん
で
い
ろ
:
」
。
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
ば
あ
い
に
は
、
商
品
資
本
の
一
部
(
固
定
資
本
の
損
耗
価
値
部
分
ま
た
は
剰
余
価
値
の
資
本
化
部
分
)
は
貨
幣
化
さ
れ
た
の
ち
一
定
期
間
蓄
蔵
貨
幣
形
態
で
積
み
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
は
、
商
品
資
本
の
流
通
の
た
め
に
前
貸
し
さ
れ
、
た
え
ず
流
通
に
留
ま
っ
て
い
る
貨
幣
と
は
区
別
さ
れ
る
。
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
は
あ
ら
た
に
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
本
価
値
を
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
あ
ら
わ
す
貨
幣
資
本
で
あ
り
、
商
品
転
換
の
媒
介
の
た
め
に
商
品
資
本
の
ほ
か
に
前
貸
し
さ
れ
る
流
通
手
段
で
は
な
い
。
ハ
m出
)
州
内
・
口
w
由
・
お
印
ハ
川
判
〉
H広島・
ω
品
申
告
S
H
一
一
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貸
は
「
資
本
の
前
貸
」
で
あ
る
が
、
社
会
的
生
産
物
の
一
部
の
流
通
に
必
要
な
流
通
手
段
を
供
給
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
資
本
の
前
貸
」
も
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
、
り
す
れ
ば
流
通
手
段
の
前
貸
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
か
か
る
見
解
は
、
本
節
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
松
本
久
雄
氏
は
、
銀
行
の
前
貸
は
、
個
別
資
本
の
立
場
か
ら
流
通
手
段
の
前
貸
と
資
本
の
前
貸
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
す
べ
て
流
通
手
段
の
前
貸
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
さ
し
あ
た
っ
て
の
課
題
は
、
社
会
的
再
生
産
の
見
地
か
ら
は
す
べ
て
流
通
子
段
の
前
貸
に
し
か
す
ぎ
な
い
銀
行
前
貸
が
、
い
か
に
し
て
個
別
諸
資
本
に
と
っ
て
資
本
の
前
貸
で
も
あ
り
う
る
か
、
を
〈
H
U
〉
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
氏
は
、
第
三
部
第
三
三
章
の
一
節
に
か
ん
し
て
、
そ
こ
で
ほ
、
銀
行
に
よ
る
流
通
手
段
の
前
貸
の
例
と
し
て
、
産
業
資
本
家
が
相
互
的
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
に
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貨
幣
資
本
の
銀
行
に
よ
る
肩
代
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
的
生
産
物
の
流
通
に
必
要
な
流
通
手
段
の
前
貸
は
そ
れ
に
限
定
さ
れ
な
い
、
と
の
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
氏
。
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
ば
あ
い
に
は
、
一
方
的
な
奴
兎
と
一
方
的
な
購
買
の
関
係
が
生
じ
、
一
方
的
に
販
売
さ
れ
る
商
品
の
流
通
の
た
め
に
も
流
通
手
段
が
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幽
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
き
い
の
蓄
蔵
貨
幣
ほ
生
産
過
程
に
投
下
さ
れ
る
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
「
し
か
し
、
一
方
的
購
買
者
の
蓄
蔵
貨
幣
が
流
通
に
投
ぜ
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
は
、
一
方
的
販
売
者
の
商
品
価
値
が
実
現
さ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
蓄
蔵
貨
幣
が
、
一
定
期
間
は
購
買
手
段
U
流
通
手
慢
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
土
っ
て
、
社
会
的
総
生
産
物
の
一
部
分
の
価
値
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
:
こ
れ
が
久
留
間
氏
の
い
わ
れ
る
『
資
本
の
前
貸
』
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
同
時
に
社
会
的
総
生
産
物
の
一
部
を
流
通
さ
せ
る
の
に
必
要
な
貨
幣
の
前
貸
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
『
流
通
手
段
の
前
貸
』
で
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
司
社
会
的
再
生
産
の
見
地
』
か
、
り
す
れ
ば
、
流
通
手
段
の
(
必
〉
前
貸
を
は
な
れ
で
は
資
本
の
前
貸
も
な
い
と
と
に
な
る
う
以
上
の
よ
う
に
、
氏
は
、
「
資
本
の
前
貸
」
も
社
会
的
生
産
物
の
一
部
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
貨
幣
を
詩
貸
し
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
再
生
産
の
見
地
か
、
り
す
れ
ば
流
通
手
段
の
前
貸
に
し
か
す
ぎ
な
い
、
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
氏
の
見
解
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
の
規
定
を
社
会
的
生
産
物
の
購
買
の
た
め
に
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
こ
と
、
と
き
わ
め
て
一
面
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
。
四
一
方
的
な
購
買
者
が
一
方
的
に
販
売
さ
れ
る
商
品
の
購
買
に
貨
幣
を
投
じ
る
こ
と
が
、
寸
社
会
的
総
生
産
物
の
一
部
を
涜
通
さ
せ
る
の
に
必
要
な
貨
幣
の
前
貸
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
」
流
通
手
段
の
前
貸
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
、
た
だ
た
ん
に
社
会
的
生
産
物
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
資
本
家
I
は
剰
余
価
値
を
あ
ら
わ
ず
生
産
手
段
の
実
現
を
あ
て
に
し
て
、
収
入
の
支
出
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
す
る
。
こ
の
貨
幣
の
前
貸
は
、
商
品
流
通
の
媒
介
の
た
め
に
商
品
価
値
の
ほ
か
に
貨
幣
を
流
五
に
投
じ
み
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
資
本
家
E
は
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
商
品
E
を
実
現
し
て
、
貨
幣
を
牛
産
手
段
の
貿
い
入
れ
に
前
貸
し
す
る
が
、
こ
の
貨
幣
の
前
貸
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
規
定
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
資
本
家
E
は
こ
の
ば
あ
い
商
品
価
値
E
の
貨
幣
形
態
を
流
通
に
投
じ
る
だ
け
で
あ
り
、
商
品
価
値
の
ほ
か
に
貨
幣
を
流
通
に
前
貸
し
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
に
お
い
て
も
、
資
本
家
E
は
社
会
的
生
産
物
の
流
通
の
た
め
に
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
資
本
家
E
が
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
な
け
れ
ば
、
資
本
家
I
の
生
産
物
は
流
通
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
商
品
I
と
商
品
E
と
の
交
換
の
媒
介
に
必
要
な
貨
幣
を
自
分
の
財
源
で
負
担
し
た
の
は
資
本
家
ー
で
あ
り
、
資
本
家
ー
だ
け
が
社
会
的
生
産
物
の
流
通
の
媒
介
に
必
要
な
貨
幣
を
前
貸
し
し
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
ん
に
社
会
的
生
産
物
の
購
買
の
た
め
に
貨
幣
を
流
通
に
投
じ
る
こ
と
は
、
流
通
手
段
を
前
貸
し
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
松
本
氏
の
い
う
「
社
会
的
総
生
産
物
の
一
部
を
流
通
さ
せ
る
の
に
必
要
な
貨
幣
の
前
貸
」
と
は
、
た
ん
に
社
会
的
生
産
物
の
流
通
(
購
買
)
に
貨
幣
を
投
じ
る
こ
と
し
か
意
味
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
こ
と
じ
た
い
は
流
通
手
段
の
前
貸
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
資
本
の
前
貸
」
を
、
社
会
的
再
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
箇
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
の
前
貸
は
、
社
会
的
再
宇
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
資
本
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
家
E
が
不
変
資
本
価
値
を
あ
ら
わ
す
商
品
の
実
現
を
あ
て
に
し
て
、
生
産
手
段
の
買
い
入
れ
に
貨
幣
資
本
を
前
貸
し
す
る
ば
あ
い
、
こ
の
貨
幣
資
本
の
前
貸
は
、
社
会
的
生
産
の
立
場
か
ら
み
て
、
同
時
に
流
通
手
段
の
前
貸
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
と
の
貨
幣
資
本
は
商
品
I
と
商
品
E
と
の
交
換
の
媒
介
と
し
て
の
み
機
能
し
、
社
会
的
再
年
産
に
お
い
て
資
本
と
し
て
運
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
。
W
I
G
-
w
の
媒
介
の
形
態
と
し
て
の
貨
幣
資
本
は
、
流
通
手
段
と
し
て
の
み
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
資
本
の
銀
行
に
よ
る
前
貸
は
、
流
通
手
段
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
さ
い
の
貨
幣
は
、
あ
ら
た
に
資
本
の
運
動
を
開
始
す
る
起
動
力
と
し
て
の
貨
幣
資
本
で
あ
り
、
資
本
の
再
生
産
過
程
の
出
発
点
で
あ
る
。
社
会
的
再
生
産
に
お
い
て
年
間
生
産
物
の
相
互
的
転
換
が
前
提
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
年
間
生
産
物
の
一
方
的
転
換
に
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
お
い
て
は
貨
幣
は
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
。
こ
の
ば
あ
い
貨
幣
は
「
現
実
に
就
業
す
る
産
業
資
本
」
に
転
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
貨
(
刊
日
)
幣
の
銀
行
に
よ
る
前
貸
は
資
本
の
前
貸
と
規
定
さ
れ
る
。
社
会
的
総
資
本
を
構
成
す
る
個
別
資
本
は
、
商
品
資
本
の
流
通
の
媒
介
の
た
め
に
は
、
生
産
資
本
の
ほ
か
に
手
も
と
に
準
備
し
て
い
る
貨
幣
資
本
(
川
叫
)
を
前
貸
す
る
。
こ
の
貨
幣
資
本
は
買
い
手
が
売
り
手
に
な
る
こ
と
で
出
発
点
に
還
流
し
、
た
だ
流
通
手
段
と
し
て
の
み
機
能
す
る
。
し
か
し
、
固
定
資
本
の
補
填
お
よ
び
資
本
蓄
積
の
ぱ
あ
い
に
は
、
一
方
的
な
販
売
と
一
方
的
な
購
買
が
行
な
わ
れ
、
貨
幣
は
W
G
l
w
の
媒
介
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
そ
の
さ
い
貨
幣
は
再
生
産
過
程
の
起
動
力
と
し
て
前
貸
し
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
商
品
転
換
の
媒
介
の
た
め
に
前
貸
さ
れ
る
の
で
は
な
い
Q
た
ん
に
生
産
要
素
の
一
方
的
購
買
に
投
じ
ら
れ
る
貨
幣
は
、
資
本
と
し
て
前
貸
し
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
社
会
的
再
生
産
に
お
い
て
、
商
品
交
換
の
媒
介
の
た
め
の
流
通
手
段
の
前
貸
と
、
現
実
に
生
産
資
本
に
転
化
さ
れ
る
資
本
の
前
貸
と
の
区
別
が
、
も
っ
と
も
よ
く
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
(
H
H
)
松
本
、
前
掲
論
文
、
四
0
ペ
ー
ジ
。
(
必
)
松
本
、
前
掲
論
文
、
四
二
ペ
ー
ジ
。
(
必
)
銀
行
に
よ
る
資
本
の
前
貸
の
例
。
「
た
と
え
ば
、
A
は
、
事
業
を
始
め
る
た
め
か
ま
た
は
一
年
間
続
け
て
行
く
た
め
の
生
産
資
本
の
一
部
分
を
銀
行
家
C
か
ら
借
り
入
れ
る
。
彼
は
、
事
業
を
経
山
由
画
し
て
行
く
た
め
に
十
分
な
自
分
自
身
の
資
本
を
、
は
じ
め
か
ら
も
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
銀
行
家
C
は
A
に
あ
る
金
額
を
貸
す
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
。
五
「
再
生
産
論
」
に
お
け
る
貨
幣
の
前
貸
と
還
流
に
つ
い
て
O
六
は、
C
に
預
け
ら
れ
た
産
業
家
D
、
E
、
F
、
等
々
の
剰
余
価
値
か
ら
成
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
(
同
・
ロ
-ω
・
ω旧日〉。
(
川
制
〉
マ
ル
F
ス
は
商
品
資
本
の
流
通
の
た
め
の
貨
幣
準
備
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
部
門
E
の
一
資
本
家
が
、
生
産
資
本
の
ほ
か
に
自
分
の
手
も
と
に
あ
る
貨
幣
資
本
の
う
ち
か
ら
、
部
門
I
の
資
本
家
た
ち
の
も
と
で
生
産
手
段
を
買
う
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
反
対
に
部
門
I
の
一
資
本
家
が
、
資
本
支
出
で
は
な
く
個
人
的
支
出
の
た
め
の
貨
幣
財
源
の
う
ち
か
ら
、
部
門
E
の
資
本
家
た
ち
の
も
と
で
消
費
手
段
を
買
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
い
く
ら
か
の
貨
幣
準
備
は
|
|
資
本
前
貸
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
収
入
支
出
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
|
|
、
す
で
に
第
一
篤
と
第
二
篇
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ど
ん
な
事
情
の
も
と
で
も
生
産
資
本
と
並
ん
で
資
本
家
の
手
も
と
に
あ
る
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
(
H
F
町内「
ω・
ω
U
U
)
。
(
一
九
八
O
年
一
O
月
一
日
)
